
法助動詞の歴史的研究　一序説一　　119

法助動詞の歴史的研究一序説一

小　　野 茂

1．　ま　えがき

　私はこれまでに，英語の助動詞と呼ばれるもののうち四つの語，す

なわち，篇％謡（OE＊鴉δ脇π，肌δ3ごθ），oαπ（OE側π冗απ），m鰐（OEmα一

g㈱）および側g配（OE勾餓，励む8）の歴史的発達を明らかにしよう

とつとめた（1）．

　しかし，これらの語の意味・用法の変遷には，相互間の関連がある

と考えられ，どの一語をとってみても，その一語だけを取り扱ったの

では十分でない．これらの語およぴsんαπ（OE　so％Z㈱），？〃沼（OE

乞σ鰯㈱）などの間にはある種の共通性があって，その共通性の故に，

これらが一つのグループとして考えられるのである．私は標題に「法

助動詞」（Modalauxiliary）という名称を使ったが，それは，これら

の語を一つのグループとした揚合に，しばしばこの名称が用いられる

という慣用に従ったまでである，とにかくこういった名称が長く行な

われているということは，これらの語に従来一つの共通性が認められ

ていたことの指標となる，そこでこの問題を取り扱う際に，いま問題

にしようとしている幾つかの語がどのように考えられてきたか，また，

r法助動詞」という名称がいかにして生まれ，諸学者によっていかに

用いられてきたかを，簡単に眺めてみることは無駄ではないと思う，

これが本稿の第1の課題であって，これについて第2章でのべたい

と思う．

（1）　rκoめπの意味とその変遷」『学習院大学文学部研究年報』第三輯・1955・pp・117－192・

‘Some　Notes　on　t五e　Auxlliary＊π乙o‘硫㌧』4πg彦‘eα，VoL3，No，3，1958。pp．64－SO．

　rσ％ππα％（σαπ）と赫ασωπ（面αΨ）」『学習院大学文学部研究年報』第五輯・1957－1958・pp・

289－323．‘The　Early　Development　oεthe　Auxlliary　O脳gん‘㌧丑乙εo亡3励α3雇Jo％7照i

4加s¢π48σ‘επoβ3，VoL1，No・1・1960・PP41－6L
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　ところで，私が本稿を書くにいたった直接の動機は，これまで比較

的個別的に取り扱ってきた一群の助動詞の歴史的発達を，相互の関連

を考えて，いわば体系的に叙述するにはどのようにすべきかを考察す

ることであった．このことが本稿の第2の課題であって，それが第3

章の主題となる．

　従来の歴史的研究は，個々の現象の発達を個別的にたどることが多

く，各時期の言語体系ともいうべきもののなかにおける個々の現象の

位置を明らかにした上で，その変遷をたどることがおろそかにされが

ちであった（2）．そこで個々の法助動詞の意味・用法の発達をたどるこ

とは主として辞書の領域に属するものとされた．0迎）における各語

の歴史的記述はその代表的なものである．他方，それらが体系的に取

り扱われる揚合には，「法助動詞」という名称が示すように，「法」

（Mood）という文法範疇の枠内で考えられることがふつうであった．

したがって，その揚合には，そういった助動詞の意味・用法の一部の

みが考慮されるという結果になる．そこで，各語の意味・用法の全体

を考えながら，相互間の関連を考慮に入れて，いわば体系的に取り扱

うことが必要であると思う．

　以上のべたように，本稿は，私のこれまでの研究に対する反省を行

なうことをその動機としているのであるが，どこまでも具体的な事実

を明らかにすることが目標である．その意味で，第3章ではマタイ伝

の諸版の実例を中心としてのべたいと思う．なお便宜上「法助動詞の

歴史的研究」と題したが，この問題の詳細な記述を意図したわけでは

ない．「序説」としたのはこのためである．

2．法助動詞についての諸説

　2．1．法助動詞（Modal　auxiliary）という用語はPoutsma，Curme

などが用いているが，彼等がはじめて用いたわけでもなく，また彼等

（2）　Cf．“The　phllologist　had　beeu　too　much玉nchned　to　ltemize　his　materia1，

or　indeed　accordmg　to　hls　sしructuralist　crltics　to　atomize　itl　he　has　leamt

to　allow　for　systematIc　features　and　structuτal　forces　ln　language，㌧Rei（1，1五一

5εoπoα耳PんπoJo9亨απ（オゐ多π9％”房o　So‘8πθθ，P．24．
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以外の学者によってもかなり広く使用されている．

　たとえぱ18世紀のイギリスの文法家の一人であるLoughtQnの

“砿α穿and　o㈱（modal　auxiliaries）have　relation　to　time　present

and　to　come，m勾競and　oo％’4to　time　past　and　to　come，”（3）とい

う言葉のなかにもこの名称が用いられている，ここでLoughtonは，

英語にはMoodがあるかということを問題にして，これに対して‘no2

と答えているのであるが，MOQdを表わす助動詞という意味でModal

auxiliaryという語を用いているようである．

　同時代の文法家Greenwoodは“Now　in　English，there　are　no

moods……，but（it）dQes　all　that　by　the　aid　of　auxiliary　or　he－

1ping　verbs，whic五in　Latin　and　some　other　languages夕is　done

by　the　diversity　of　terminations　or　endings。”（4）とのべている，

17－18世紀のイギリスの文法家のMoodの取り扱い方について，Cha一

τ1estonはつぎのように要約している．“W蛇且dealing　with　the　pro－

blem　of　the　moods　in　Englisll　grammar，the　grammarians　were

confused　by　the　example　of　Latin　grammar　witll　its　mod＆1end－

ings．Thus　some（such　as　Cooper，Maittaire，Ward）adopt　the

Latin　moQds　and　give　their　English　equivalents（usually　by

means　of　auxiliary　verbs）l　others（such　as　Greenwood　and．Lo－

ug五ton）consider　that　English　grammar　has　no　moo（1s（or　at　the

outsi（1e　one，the　indicative，since　there　are　no　mo（ial　en（1ings），

but　they　also　give　the　English　equivalents　of　the　Latin　moods　l

others　again（especially　W五ite）take　as　a　starting－point　the　the－

oretical　functions　of　mood　and　explain　how　these　may　be　ex－

pressed　i且English、On　the　whole，tlle　treatment　of　moQds　by

these　grammarians　of　the17t五and18tll　century　sllows　a　confusion

and　hesitancy　which　is　still　to　be　observe（1to－day　among　modem

（3）　Loughton，Pアαo亮oα‘σ7¢肌既αγoゾ‘んβEπgあ3ん　Toπgμθ，1734・Charleston・Sε鋤d‘83

　0π虚んθS写πε¢σo∫晒θEπg瓦3んV87δ，p．196による．

（4）　1711－1712出版の英文法，Charleston，oP、o魔。，P・195による・
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gramm＆rians．”（5）つまりModalauxiliaryという名称は，ラテン語な

どの語形変化の豊富な言語においてMoodを表わす語形変化に相当す

るものとして考えられていたのである．

　すなわちModal　auxiliaryのModa1とは文法範疇としてのMood

のことを意味しているのである．そこで英語におけるMoodをいかに

考えるかによって，Modal　auxiliaryに対する考え方が決定されるわ

けである．

　2・2・M翫znerは“Unter　Mo（lalverben　kann　man，wenn　auf

die　Bedeutung　des　grammatischen　Modus　zur亘ckgegangen　wird，

f直glic五nur　solche　Verba　verstehen，welche　in　gewisser　Weise

das，was　formreichere　Sprachen　durch　einen　Mo（1us　auszudr廿cken

pflegen，in　ihrer　Zusammenstellung　mit　einer　Verbalform（（lem

In血nitiv）ersetzen．”（6）とのべているが，彼が主として考えているのは，

語形変化の豊富な言語，古い時代の言語，におけるKlonlunktivの語形

にかわるもの（Ersatz）としての一群の動詞と不定詞の結合である（7）・

　2．3。SweetはModal　auxiliaryという名称は用いていないが，

彼のMoodに対する考え方を要約すればつぎのようである。Sweetは

Moodを“grammatical　forms　expressing　different　relations　be．

tween　subject　and　predicate”（8）であるとし，英語にIndicative　mood

（Fact－mood）とSubjunctivelnood（Thought－mood）を認める．彼

はIn且ectionによって表わされるMoodをIn且ectional　moodと呼

ぶ，ところで英語において，In且ectionによってSubjunctiveがIn－

dicativeと区別されるのは，3人称単数現在（融sθθ）と，ゐθ動詞（1

ゐθ，舵ゐθ，ん8膨γθ）のみであり，他はおもに助動詞によって表わされ

る・これをSweetはPeriphrastic　moodまたはAuxiliary　mood

という，またげ1枷8ω漉S翻4昭∬，Z～〃0説d”γπθ60漉mにおける

（5）　Charleston，OP，σπ，F　P．202。

（6）Matzner，Eπg旛σ加σ7畠π乙肌⑳乃，II，1．p。141．

（7）　MatznerのModalverbumに相当するものを，BrunnerはModalhilfszeitwortと
　呼ぶ　（P‘βθπ9疏8擁θεP7αoん8，IL　P．289．）

（8）　Sweet，五ム物〃E冗9‘官3んσγα聡皿αγ，§293，
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なπθ1〃のようにThought－statementがTenseによって表わされる揚

合，これをTense－moodと呼ひ“，InHectional　mood，Auxiliary　mood，

Tense－moodをすべてThought－formとする（9），このように，Sweetは

Modal　auxiliaryという名称は用いていないが，それに相当する助動

詞の用法を認めているのである，

　2．4．Poutsmaは　“Verbs　which　are　used　as　substitutes　for

the　inflections　of　tense，mood，voice，or　aspect　are　style（i　auxi1－

iaries。”（10）のように助動詞を定義する．ところで英語の揚合，Mood

の助動詞は，実際に（現代の）英語に存在する（Subjunctiveの）

Modalinflectionのかわりに用いられるのに対して，他の助動詞は，

他の言語においてInflectionが果している役割を演じているのである

から，Moodの助動詞のみが，語の厳密な意味で助動詞ということが

できると共に，Subjunctivemoodの助動詞は‘distinctly　emotiona1’

な点で，他の助動詞と区別されるとPOutsmaは考える（11）．彼は

Modal　ipHectionにかわる揚合のみをModal　auxiliaryとよび，In－

flectionによるSubjunctiveをlnflectionεし1subjunctive，Mod＆1au－

xiliaryによるSubjunctiveをPeriphrastic　subjunctiveと呼ぶ（12）．

Poutsnlaは別の所で，“The　verbs　whicll　are　usedto　indicatethe

speaker7s　attitude　towards　t五e　fu1且1ment　of　an　action　or　state，

i，e．whether　he　considers　them　as　matter　of　certainty　or　uncer－

tainty，are　むO　b8，0απ，mα写，　肌¢9ん6，　ηL％Sご，　SんαZZ，　Sん0％Z♂，　ωπZ，　an（i

ωo認d．Some　of　t五ese　verbs，viz．視α穿，面9んご，3ん観，5んo％耐and

ωo％Z♂，are　also　use（i　as　modal　auxiliaries2i，e．as　substitutes　for

actually　existing　mood－forms．・・一ln　the　present　chapter　we　are

only　concerned　with　those　applications　of　the　above　verbs　which

have　no　rival　mood－forms，and　which　are，therefore，better　des－

cribedasmodalverbs．”（13）とのぺて，ModalauxiliaryとModalverb

（9）　Sweet，oP，o鉱，，§§298－302，

（10）Poutsma74（｝7α7π7πα7‘ゾ加‘8面od87πEπg傭ゐ，Ch．XLV．12．

（11）乃εd．

（12）　Poutsmap　op，α’らCh，XLV，8，α，
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を区別している．ところが“It　may　be　convenient　tQ　consider　mo－

dal　auxiliaries　as　a　variety　of　modal　verbs，the　latter　term　being

also　applicable　to　verbs　which，although　not　corresponding　to

modal　inflections，also　serve　the　puτpose　of（ienoting　the　speak－

er，s　attitude　as　to　the　fulfilment　of　a　prospective　action　or　sta－

te。”（1手）とのべており，彼はModalverbという名称を，Modalauxili－

aryと対比させて用いると共に，それをも含めて総称的にも用いてい

ることが察せられる．Poutsma・はAuxiliaryという語をMatzner

やMasonとほとんど同じ意味に用いているといっているのであるか

ら（15），彼のModalauxiliaryはMatznerのModalverbum（Brunner

のMo（1alhilfszeitwort）と同じものと考えてさしつかえない．ただ

Matznerなどは，他の言語や，古い時代の言語との比較において考え

ているのに対して，：Poutsmaは現代の英語に実際に行なわれている

Modal　inHectionとの対比において考えている点に相違がある．

　2．5．Kruisingaは“When　the　modi伽ation　of　the　verbal　me一

乱ning　is　expressed　by　purely　grammatical　means　we　call　it　mo－

dality，”とのべ，Modalityを表わす手段として（1）Auxiliariesl

（2）Verbalforms　l（3）Word－order　l（4）Intonationをあげて，この

揚合のAuxiliariesをModal　auxiliariesといっているが（16），彼は

この言葉でModal　preteriteとしてのAuxiliariesを考えているよう

である（17）．Kruisingaの考え方を受けついでいると見られるZand－

voortの“Wllen　the　preterite　of　an　auxiliary　is　used　with　modal

function，it　is　called　an　AUXILIARY　OF　MODALITY”（18）とい

う言葉はこのことを明示していると考えられる．ただしZan（ivoort

は“An　auxiliary　of　modality　is　not　necessarily　a　preterite”（19）

（13）　Pouts皿a，op・o髭．，Ch．1．16，

（14）　Poutsma，op，o㊤らCh．XLV．12．
（15）　　1西‘4，

（16）　Kruisinga，』4■石απ己西oo乃α〆Pγ8εθπかdα3Eπgi－3ん，§2478．

（17）　Cf，Krulsinga，OP，碗，，§40．

（18）　Zandvoort，オHαπd600なqブEπ9あ3為σ7α茄7παr，§223．

（19）乃掘．
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といって，漁穿＠o％z掬8めγ8Pθπ6乞‘1／1んOPε舵観α穿ε％ooθε4．／L8αηθ

伽ゐ・・硫θγθ，（3・）伽61窩αΨγ8α捌6．／耽脇8γ逸嘘3んθmα写

んαレ”θんαd，4％ZZπθ33宅σα3π0む0％0ゾ読θ糀，（20）などにおける　矯α穿，π

んα3ゐθθ屈θ・乞4θ瞬ん砿漉θ3θ・・嘱γθα伽9SんαZ厩・6δθ卿・5θ4．μ）・

妃伽勘θγ3ん詔5θθ肌gooゐoμ，／ハ鞠σodゐθ繍ん％3ω伽6ん砿

dα写訥αZZoo鵬θ．（21）などにおける3んαZZをあげている．なおZandvoort

によればMoodとは（んθ）p吻　　（んθ）pZα鯛の対立によって示さ

れるVerbal　categoryで，前者（Subjunctive）はnon－factを，後者

（lndicative）はfactあるいはnon－factを示す．Moda1はPreterite

・ofmodalityのように，non－factあるいは少なくともmodi伽ationof

factを表わす文法手段を指すのに用いられる形容詞であり，Modality

．はM：oda1と同じ概念を表わす名詞である（22）．

　　2．6。Curmeは記録に残った最古の時代以来，Simple　subjunctive

formはその本来のdistinctivenessの多くを失なったが，本来の形を

生み出した‘forces’はその働きを止めていないといって，“As　the

simple　subjunctive　forms　in　the　course　of　a　long　phonetic　de－

velopment　lost　their　distinctive　endings，modal　auxiliaries　were

pressed　into　service　to　express　the　same　ideas．In　large　measure

they　are　sublunctive　forms，although　not　recognizable　by　a　di－

stinctive　ending。In　fact，五〇wever，wlletller　indicative　or　subjun一

、ctive　in　formンthey　perform　the　function　of　the　older　subjunctive

and　are　here　treated　as　ourmodemsublunctiveforms．”（23）とのべ

ている。Modal　auxiliaryは古い時代のSimplesub〕unctiveにかわ

るものであると考える点では他の学者と同様であるが，Modal　auxi－

liaryによる表現をもSubjunctive　formとして扱うところに彼の特

色がある。この点で，同じく他国語や古い時代のSubjunctiveと比較

しながら，Modal　auxiliaryによる表現をSubjunctive－equivalent

（20）　Zandvooτt，oP。o銘。，き158．

（21）　Zandvoort，OP．o‘‘，，§171．

（22）　Zan（ivoort，σp．㏄‘．，p。344．（Appendix）．

（23）Curmep　Sμ‘⑳，p，393．
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と名づけるOnions（24）やSonnenschein（25）とも異なっている．

　2．7．CufmeのようにModal　auxili＆ryを用いた表現をもSub－

junctive　formと認める立揚は，Moodを意味の側からみているので

あって，これを押し進めれば，心的態度の数だけMoodがあるという

ことになるが，この立揚に立つDeutschbeinは16だけあげている（26）．

SonnenscheinもMoodを意味の立揚から考えている．彼はCase，

Tense，M：oodなどについてつぎのようにのべている．“lt　is　imposs－

ible　tQ　frame　a（1e6nition　of　such　terms　on　the　basis　of　distinc－

tion　in／b俄．They　are　essentially　terms　of　syntax　l　that　is　to

say，　t五ey　（1enote　categories　of　γ氾εαπ乞πg，not　categories　of．1bγ四．

And　this　is　just　as　true　of　Latin　grammar　as　it　is　of　English

grammar．……And　from　this　point　of　view　the　suppose（i　inapp1－

icability　of　such　terms　to　languages　whic五have　lost　many　of

their　old　in且exions　disappears．”（27）SonnenscheinはCaseの揚合

と同じく，Formだけでなく，Context，Orderofwords，Phfasing

and　intonationもMoodの区別を表わすと考えているが（28），Case

の場合に「前置詞＋対格」をCase－phraseと呼んでCaseとは呼ばな

いのと同様に，Subjunctiveも“such　forms爲correspond　to　tlle

forms　commonly　called　subjunctives　in　o七her　languages”に限っ

て，助動詞によるものはSubjunctiveequivalentと呼んでいる（29）。

すなわちSomenscheinは意味に基づきながらも，CurmeやDeuts－

chbeinとは違って形態への顧慮を払っているのである．

　　2．8．　これに対してJespersenは“it　is　very　important　to　rem－

ember　th＆t　we　speak　of“mood”only　if　t五is　attitude　of　mind　is

shown　in　the　form　of　the　verb：mood　thus　is　a　syntactic，not　a

notionalcategory”（30〉といい，さらにSubjunctiveについて，‘‘lf

（24）

（25）

（26）

（27）

（28）

（29）

Onions，」π記掘π08d醜9‘乞3泥S写π広αの，§§47，152など．

Sonnenschein，」4A㎏ωEπ9‘露んσ7αη葛πしαγ，§§436，439など，

Deutschbein，δ卸3‘8肌d87π8㍑π9‘ご30池8πS写㍑αの，§85，

Sonnenschein，且ハη8ψEπ9あ5厄0γαπしη協γ，II，P．3f，

Sonnenschein，Tん8So％呂o∫σ7απしπしαγ，§77，

Son皿enschein，01，，σ‘‘，，§125（§86　をも参照）・
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we　pass　on　to　the　Indicative　and　the　Subjunctive，the　first　re－

mark　that　obtrudes　itself　is　that　the　treatment　of　this　subject　has

been　needlessly　complicated　by　those　writers　who　speak　of　com－

binations　with　auxiliary　verbsンe．9．mα写　んθoo矯θ1んθ魏αΨoo腕θ

1ザん8sんo鵠400㎜θ1んθωo％Z♂oo聯，as　if　they　were　sublunctives

of　the　verb　oo肌θ，or　subjunctive　equivalents．Scllolars　would

五ardly　have　used　these　expressions　if　they　ha（1五a（i　only　the　En－

glish　language　to　deal　with，for　it　is　merely　the　fact　that　such

combinations　in　some　cases　serve　to　translate　simple　subjuncti－

ves　in　German　or　Latin　that　suggests　the　use　of　such　terms，

exactly　as　people　will　ca11むo哲始ゐ卿a　dative　easeン’．（31）とのべて，

Sonnenscheinなどの考えに反対している．Jespersenは動詞自体に

形態的に表現されるもののみをMoodと認めるのである，したがって

鵠αμ〃γ惚，乏〃o％Zd（就o％Z4h〃7物などは2〃γ惚のMoodではなく，

またいわゆるModalpreteriteはlmaginativetenseとしてTenseで

扱われ’るのであって，Jespersonの文法ではMoodの章は短い（32）．

　2．9．以上のように，Modalauxiliaryという名称は，その名が示

すように，語形変化の豊富な言語におけるSubjunctiveformにかわ

るものとして考えられているのであり，それをあるいはSubjunctive

－equivalent，あるいはSubjunctive　formと認める学者があるのであ

る．（ただ，Poutsmaは現代英語に実際に存在するModal　inHection

にかわるものと考えていて，記述的態度を重視している。さらに彼は

Modal　auxiliaryとModal　verbとを区別することによって他の諸

学者よりも周到に考えている，）すなわち，Auxiliary　verbという名

称自体が，おもにラテン語におけるTense，Mood，Voice，などを表

わすための，補助的手段という意味で考え出されたもので，したが

って，そこに含まれた諸語の全用法をおおうものとしてはこの名

（30）Jespersen，Tんβ躍・ε・伽4σ7α吼瓢7，P．313．
（ゴ・）」espersen，・P・6星ε・レP・3・5，

（32）CfJespersenpTん8S写8伽厚卿皿㎜γ，P・39・
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称は不適当であるといわなければならない．たとえぱ“The　simple

in血niti▽e，withoutオo，remains：1，after　the段uxiliaries　of　tense，

moo（i，periphrasis，sんα泥ンω記Z；吼αツ，6α認…40；and　the　quasi－auxi－

1iaries，彿％s孟，（an（1sometimes）πθθ4，4αγθ”（33）というOE1）の説明に

9uasi－auxiliariesという名称が用いられているのは，この名称で呼

ばれるものが，Auxiliariesには含められないが，それでもAuxili－

ariesとの共通性を持つことが認められているからであろう．これに

ついてJespersenは“一showing　thereby地at　it　isτeallyimpo－

ssible　to　fin（1a　colnprellensive　descriptive　name　for　tlle　verbs　we

are　here　conceme4with7’（34）とのべている．このような由来のある

Auxiliary　verbという名称をJespersenが捨てたのは，上述のよう

な彼の立揚から当然であるが，いわゆるAuxiliary　verbsを‘‘sma－

11”verbs（35）あるいは“1esser”verbs（36）と呼んでいるのは，それらの

間にSyntacticな面での共通性を認めているからである．ここでいわ

ゆるMo（1al　auxiliaryについていうならば，ふつうにModal　inflec－

tionに対応するものとしてのModal　auxiliaryに対して，総括的な

意味でのPoutsmaのModal　verbおよぴ，In且ectionとの対応とい

う立揚から考えられ・たのではないJespersenの“sma11”（or“1es－

ser” verb（の一部）という考え方があるわけであって，これはいわ

ゆる「助」動詞を従来の文法範疇の枠内から解放する方向へと向かっ

ていると考えられる．

　2。10、すでに2．4で示したように，PoutsmaがModal　verbと

してあげているのは加，0αη，mα霧，鴇勾砒，窺％舘，論αあ，読0編4，幅π，

およぴω0堀d，であり，このなかで肌ω写，況勾耐，論¢π，訪0蜆4および

尼〃o％ZdはModalauxiliaryとしても用いられると彼はいっている（37）．

Modal　verb．としてはこれに側g配が加えられ，またZθ6，吻なども

（33）　OED　s．v。‘o，B。

（34〉　Jespersen，五価o伽肌Eπg～♂3厄（7rαη匙7πα7，V．12．16．

（35）Jespersen，且η吻む‘6S写π伽，28．41亙温048γπEπ9♂航σ7㈱隅αγ，V．12．11－12，13．

（36）　Jespersen，』4瀬odβ7πEπg麗εん（｝アαπ乙η協7，V。23．1‘．

（37）Poutsma，op．σ‘ピ．，Ch、L16．151頁に引用，
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共に考えることもできよう．ではこういった諸語の間にどのような共

通性があるであろうか．

　一般に助動詞の特徴とされているのは（1）直説法現在3人称単数

で．sをつけないこと（ゐθ，ん⑳θ，doを除く）1（2）不定詞，伽g形，

過去分詞形を欠くこと（δθ，肱肥，doを除く）1（3）加なしの不定詞と

結合すること（ゐθ，ん副θ，側g競，螂誠を除く）1（4）疑問文・否定文に

おいてdoを用いないこと1（5）ふつう弱形が用いられること（隅賜

伽g尻，側g砒，れθ誠，d砂θ，鵬εdを除く）などであるが括孤内に記した

ように例外も少なくなく，これだけの特徴を持つものを助動詞と呼ぶ

というような厳密な定義を下すことはできない．すでにのべたように，

助動詞というものがTense，Mood，Voice，などのIn且ectionにかわ

るものとして考えられたのであって，特定の基準によって立てられた

語類ではないのであるから，このことは当然である・ところでPout－

smaがModal　verbと考えているものに限ってみると，δθを除いて，

すべて（1）から（4）までの特徴をそなえている、これに側g玩を加

えれば，それは（3）の特徴を欠いている．ここで歴史的にみるならば，

ふつう助動詞とされているもののなかで，側g競（OE過去単数励6θ；

直説法現在1，3人称単数動，不定詞吻απ），偽π（OE　oαππ，o％π一

犯㈱），面γθ（OE48αγγ，翻γγ㈱），sん認（OE308αZ，30協㈱）・鵬％sむ

（OE過去単数鵬σ伽1鵠σ6，＊糀σ臨π），糀α穿（OE視のg，mαgαπ）はPr－

eterite－present　verbに属し，ゐθ（OE1δδo，εo鵜3δ乞P・¢31δδoπ，

側θsαπ），伽Z乙（OE1耀θ，3曲；副απ），d・（OE1♂σ，3伽1

而π）は一伽動詞に属していて，Modalverbはすべてこのなかに含ま

れている．しかしPreterite・presentverbのなかには，上にあげたも

ののほかにω痂‘know，，δ6αg‘avai1，，αππ‘gmnt，，p％？ブ‘need～

gθ％π‘remember’，飴，gθηε餉‘be　enough’が含ま概一煽動詞

にはg4‘go’があるのであって，歴史的にみても助動詞は一つの語

類をなすものではない（銘）．（ただし，Preterite－present　verbのなか

（38）　Sievers＆　Brunneτ，∠4魔8πg五‘36几8σ7απゆしαε沈pp，　384－397．
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で今日に残っているのはいわゆる助動詞のみである．）以上のように，

現代英語における幾つかの特徴をみても，また参考のために歴史的な

考慮を加えても，助動詞にはある程度の共通性を認めることはできる

にしても，特定の基準のもとに一つの語類として設定され得るほどの

ものではない．

　2・11・上述のことから，少なくともMorphologica1には，等質的

な語類として助動詞を認めることは不可能であることが考えられる．

これに対してSyntactica1な面からみると，本動詞のある形態と結ぴ

ついて，文構造のなかで，単一の動詞と同じSyntactica1な単位，つ

まり動詞句（Verb　p五rase）を構成する一群の語を認めることはでき

る・FriesはClass2に属する諸語と共に現われ，しかもそれらのみ

と共に現われる諸語としてGroup　BなるFunction　wordsの一群を

設定した（39），Verb　phraseに現われる本動詞の形態は（1）60なしの

・不定詞，（2）め付きの不定詞，（3）魏g形，（4）過去分詞の四つであ

るが，これによってHi11はVerb　phaseをつぎのような基本型に
分けている．（如）

　　　　　　TYPE　A旦

臨ilii｝　岬旬

　　　　　　TYPE　Ag

捲藩ii擁一・圃

　　　　　　TYPE　B

　　　罐調／甜，伽，（F少＿煎卿、h、p短）

（39／　Fries，TんθS‘7鎚e施7・80ゾE見gあεゐ2p．91．

（40）　Hi11，血砂od260あoπむoゐ珈9％‘3‘拓8‘γ鉱o施γθ3，P．19L表中のFはVerb　formを指

す．4γ伽なを例にとればF1己73π乃，F247臨㌃3，F3dγαπ乃，F44γごπ肋πg，F5dγ艇πん：

oαπならばFloαπ，F20απ，F3σo磁4でF4，F5はない。
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　　　1伽δ（F2）辺

　　　　　　TYPE　C

※lii｝一・一切

Type　A！のVerb　phraseを構成する重要な語はo㈱，♂o，魏α穿，セ〃沼，

sんα弘勉臨であり，いずれも一焼なる否定形を持つ．しかしほかの

Tpyeを構成するo％g属殉肱肥などもこの否定形を持ち，またType

AIを構成しても魏，㎜傭θなどはこの否定形を持たない（41），他方こ

れらの語が並置される揚合には一定の位置の関係があって，

　　　　　　　（a）　　（b）　　　　（c）

The　students肌α軍んα”θんα4亡o　be　good

　　　　　　　況乞9ん6

　　　　　　　側o編4

，π％Sむ

　　　　　　　　　（a）（b）　（c）（d）

　　Tlle　students糀α写ん卿θんα4孟oわθmoving

　　　　　　　　　照9んむ　　　　　　98ε

　　　　　　　　　1〃o鰯4　　　　　　舵θP

　　　　　　　　　規％S‘，　etc。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ゐθmOved

　　　　　　　　　　　　　　　　　9θ‘mOved（42）

にみられるように，F4，F5のIn且ectionalformを持たないもの，すな

わち偽π，耽鰍m臨，側g腕，読詔，ω昭，は必ず（a）の位置を占める（43），

　このようにSyntactica1な面からみると，Verbphraseの構成要素

（41）　H111，0p．6乞乱寧p。192．

（42）　Fr】es矛op．β髭，，p。91．

（43）Hi11の分類によれば，Innectionの点でσαπ．皿αッ，誠απ，鵬‘ZはClass　VII2に，

o脳9玩・7π秘3εはClass　VII3に属し，Syntactica1にはoαπ，恥α9，5肱♂’，肌♂‘，m脳3‘は

Type　Ab　o％g臨はType　A2のVerb　phraseの構成要素てある．
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として本動詞の不定詞（‘oなし，あるいは，むoつき），れg形，過去分詞

形のいずれかを伴なう一群のFunction　words取り出すことができる．

それらの語のなかには，ふつう助動詞と呼ばれるものはすべて含まれ

るが，それだけではない．語類設定の基準が異なるのであるからそれ

は当然のことである．またF4，F5を欠いたoαπ，鴉鰍肌％s‘，o％g砿

sんαZZ，t〃薦は，当然のこととして，Verbphraseを構成するFunction．

Wordsが二つ以上並置されるときに位置上の特色を持っていて，Mor－

p五〇10gica1およびSyntactica1な共通性を持つということができる。

（ただし側g勉のみは60十F1と結合する点でほかのものと異なる。〉

これらの語はふつうModal　auxiliaryとされているものとほぼ一致

するのであるが，それらが，いまのべたように，かなりの共通性を持

っていることは認められても，Modal　auxiliaryという概念が，多分

に意味の側から考えられていることに注目しなければならない，そこ

でこれらの語に共通であって，他の語と区別するような意味が認めら

れるかということを考えてみると，そのようなものはないであろう。

たとえば五陀0απ40¢孟は温θ¢3αbめ如do富といいかえられ，，yo％

況α型goはrOUαγθαレZZOτび84加90といえ，温θ側乞ZZgOむ0σ厩0α90む0一

鵠0γγ側は未来を表わすといっても，未来の概念は∬θgO8S‘0硫¢0αgO

哲㈱γγ・ω協θ・㈱9・ご・oん¢・α9・鰍・γ7・剛πθω傭sオ・9・6・σん惚9・

オo鴨oγ70ωなどによっても表わされる。Hi11はTypeA】およぴ’Type

A2のVerb　phraseのStructural　semantic　componentをfuturity

としているが（44），さきにものぺたように，これらのTypeを構成する

語は0㈱，鵬宮，肌％3ε，側g鷹，Sん観，幅πのみではない．こういった意

味でもrいわゆる“mQda1”auxiliaryの“moda1”に特別な意味を

認めるならば，それは助動詞という特別な語類があるからそれと平行

して特別な意味があるとする誤解にすぎない」（45）という中島教授の

言葉を認めねばならない。

　2．12．以上，私はいわゆる法助動詞というものを取り扱うにあた

（必）Hi1170p．oご亡，，p．215，

（45）　中島文雄r文法の原理」p，221．
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って，それがこれまでいかに考えられてきたかを，多少なりともたど

ってみた．助動詞というものは元来Tense，Mood，Aspect，Voiceな

どのIn且ectionにかわるものとして考えられたのであり，一定の基準

によって設定された語類ではないから，その性格には多分にあいまい

な所がある．また，こういった文法範購を表わす手段というならば，

必ずしもふつうに助動詞と考えられている語に限られることはないの

である．つぎにMorphologica1な面から考えても，いわゆる助動詞を

一つの語類とするような一定の形態上の特色は認められない．Syn－

tactica1な面からVerb　phraseの構成要素というものを取り出して，

その基準によって一つの語類を考えることは可能である．動詞全体の

なかに，一定の基準によって助動詞なる語類を設定し得るのはSyn－

tactica1な面から考えた揚合のみであろう（46）．もしこうして考えられ

た語類のなかにModal　auxiliaryなるものを認めようとすれ’ば，そ

の揚合のModa1という概念は純粋に意味論的なものであってはなら

ず，またInHectionからの類推によるべきでもないはずである。もし

そうすれば，そこに含まれる語をSyntactica1に設定された語類に限

るいわれはないからである。いまVerbphraseの四つのtype（A1，

A2，B，C）をみれ’ば，それ’ぞれにある共通なStructuralmeaning（Hi－

11ではStructural　semantic　component）が考えられる（47）．しかし

加＋殉形，δε＋過去分詞形，肱％＋過去分詞形の揚合のように，Fu－

nction　wordがEmpty　wordと化しているならば問題は少ないが，

本来のLexical　meaningを持っている揚合には，Structura1な分析

の領域を越えることになる．いわゆるModal　auxiliaryの揚合，む

しろそこに問題点があり，Lexicalmeaningを取り扱いながらも，Mo一

（46）Cf．“The　de五nltlon　of　a　verbal　auxiliary　must　be　based　largely　on　syn七ax

τather七han　on　the　somewhat（1ebatable　infiection，and　is　theτefore　a　syntactic

Tatheτ　than　a　paτadlgmatic　classン㌧　（Gleason，∠4π　1π孟70己瓢oむ影oπ　ε0　1）ε56γ‘pε惚θ

五狐9初5εfσ3，P．104，）

（47）Cf．Hill　op・o舐，pp・205ff・Hi11はAb　A2のStructuml　semantlc　component
　をfuturity，Bのそれをnon－habitual　actlon　an（1incomplete　ac“on，Cのそれを

non，past　action　and　completenessとする、
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dal　auxiliary相互の関連を考察し，体系的な考察が必要とされるの

である．“Wichtiger　als　die　Einordnung　der　Hv．in　die　Gesamtheit

der　Verben　ist　jedoc11（1ie　Beziehung　der　Hv，d．h．ihrer　Bedeut－

ungen，zueinander。Stellen　die　Hv。etwa　ein　sprachliches　Feld　P”（48）

というStandopの言葉にはこの問題が含蓄されていると思う．Stan－

dopはOEの？παgαπ，観δ臨η，30％Z㈱，幅ZZ㈱の四つの語を取り上げ

ているが，考察の範囲をどれだけの語に限るかを決定する絶対的な基

準はないと思われる．また，すでにのべたように，いわゆるModalau－

xiliaryのみに共通な特殊な意味というものは認められないのだから，

主として意味の側から考察しようとすれば，Modalauxiliaryにみら

れる意味を表わすと思われる語をすべて取り上げねぱならないであろ

う．しかしModal　auxiliaryというものが文法の問題となる以上は

単に個別的にではなく，Syntactica1な立揚からVerbphrase¢構成

要素としてみるべきであろう．そこでSyntactica1およぴMorpholo－

gica1な特徴を考慮に入れて，現代英語においてType　AのVerb

phraseを構成するもののなかから，偽π，肌αッ，拠脳s‘，o％g競，論鰯，

ω昭を取り上げて次章における歴史的考察の対象としたいと思う。

3。歴史的研究の試み

　3，1．法助動詞の歴史的研究を問題にするに際して，その準備段階

として，前章において，これまでに法助動詞というものがいかに考え

られていたか，また一定の基準によって法助動詞という語類を設定し

得るかを考察したのであるが，本章では，やや便宜的ではあるけれど

も，前章の最後で限定した語を中心として歴史的な考察を試みたいと

思う．

　「歴史的研究」という言葉で私が考えているのは，言語の個々の要

素の変遷をたどることではない．言語のいかなる要素も，ある特定の

時期において一定の位置を占めており，他の要素との関係において存

（4S）StandOP，S劃吻ππdSε瓢鳩緬m・戯π丑多‘∫3㈱επ伽伽ゆ3・ん8π，P。15．

（Hv，はHllfsverbenの略）
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在している，このような関係を考えずに，個々の要素の変遷をたどる

ことは真の意味で歴史的研究とはいえない．歴史的研究は少なくとも

二つの共時的な記述を前提とすると考えられる（49）．

　3・2・ここで二，三の具体的な問題について，ごく概括的に考えて

みよ弘たとえぱOE微π脇πは多くの揚合本動詞として目的語を伴

ない，大体‘to　knOw’の意味を表わしており，不定詞を伴なう場合

も同様の意味にとれ，‘to　knowhow　to　do’と解することができる．

他方ModEでは，不定詞を伴なう用法が一般化して，協πは広く

abilityを表わすようになっており，それと同時にpossibilityを表わ

すことも多い、一応これだけの意味に限って，図示してみるとつぎの

ようになる（50）．

　　　　　　　‘know，（51）‘be　ableン‘be　possible，

OEθ％π％π　　　×　　　　一　　　　＿

ModE　o㈱　　　　　　　　　　　X　　　　×

　これがOE　o襯砿πからModE　o餓への変遷の大略を伝えるので

あるが，一の部分はいかなる語が表わしたかを考えなけれぼ十分な理

解はできない，そこでModE為π伽とOE況αg㈱を取ってみると大

体以下のようである．

ModE肋oω
OE　呪α9απ

‘know，‘be　able，‘be　possibleン

　×　　　　　　一　　　　　　　　　＿

× ×

今この二つを組み合わせれば，

（49）Cf，“any　historical　statement　contains，avowedly　or　otherwise，at　leasヒtwo

synchromc　statements－one　for　each　of　two　or　more　stages－already”（Eo・
enigswald・L巳π9砿98σんαπ98乱π己L伽9面謡‘6Eeooπ3‘γ％oオごoπ，P．3，n。5．）

（50）以下図示の仕方についてはHoenigswald（oP・o肱，PP，15ff．）からヒントを得た．×印

は左欄の語に，その項に該当する意味があることを，一はそれかないことを示す．

（51）不定詞を伴なって‘know　howto2と解される場合も含む．
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OE　o％ππαπ

　　飢ω9απ

‘knowン‘be　able，‘be　possible夕

　×　　　　　　　一　　　　　　　一

　一　　　　　　　×　　　　　　　×

ModE肋oω
　　　　oαπ

×

× X

のようになり，側π脇π一〇απの発達をみるだけにも，少なくともこれ

だけのことを考える必要があることがわかる．

　またOE鴉αg肌からModE篇α穿への発達をみると，概略つぎの

ようなことが考えられる．

OE矯α9απ

Mo（1E　mαΨ

ここでM：odE

が　尋られる．

OE呪α9απ

　　飢σ臨π

‘be　able2‘be　possible，（52）permitted，

　　×　　　　　　　（x）

　　一　　　　　　　　　　　　　　×

o㈱とOE観δ畝πを考え合わせるとつぎのような図

‘be　able，‘be　possible，permitted2

　　x　　　　　　　（×）

　一　　　　　　　　　　　　　　　X

ModE　oαπ

　　　　鵠α〃

×

X
×

　つぎにOE4gαπについては，ModEにおいて，02〃θと側g競に

分化しているために事情はやや複雑であるが，ここでも概略を示せぱ

　（52）　実はこのなかてsubjeotivepossibilityはOEにはみられなのいでOEについては（x〉

　　を用いる．
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‘have’‘五ave　to　payン‘be　obliged，

OE49ωπ

ModE　o2〃ε

ModE　o％9競

×　　　（×）

一　　　　　　　×

＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

（×）

一

×

これにModE肱”θとOE　so％Zαπを考え合わせて図示すれば，

OE49απ

　　so蛎のπ

‘have　‘have　to　pay，‘be　obliged2

　×　　　　（x）　　　（×）

　＿　　　　　　　　　×　　　　　　　　　×

ModEん卿θ

　　　　0ωθ

　　　　o嚇9配

×

×

×

　またεんαπ，宅〃薦がModEにおいて未来を表わすEmpty　wordと

化していると仮定して，これらの語を歴史的に考える場合に，最も顕

著な用法のみに藩目すれば以下のような図が一応考えられる，

OE　present

　　εo窃απ

　　幅疏ωπ

future

　　×

obligation　　volition

X

X

lIOdE　8んα麗

　　　　伽泥

　　　　sんo％Zd

　　　　ωo協d

×
×

×

×
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　以上のような考え方には，極端な概括化と，具体性の喪失の危険が

あるが，私が考えている歴史的研究の骨子を示すことはできたと思
う（53），

　3。3，それでは英語1こおけるいわゆる法助動詞の歴史的研究を行な

うためにはどれだけの表現を取り上げるべきであろうか．このことを

明らかにするためには，OEから現代英語にいたる各時期に右ける，

いわゆる法助動詞の意味・用法を考察し，そういった意味を表わす他

の表現を調べてみなけれぱならない．このような方向への一つの試み

として，私は以下において，ほぼ等質的な文脈における各時期の状況

を知ることができるという便宜のために，且πgδo－Sα¢oπ（0995），Wyc－

li仔e（・1389），Tyndale（1526），編ん・惚押θγ3碗（1611），砲翻

78獅飢（1881），刃顔sθ4S6απd砂4％彫oπ（1946）（54）の6種の英訳

聖書におけるマタイ伝を取り上げ，この6種の翻訳のいずれかに偽π，

観α写，駝％鵬側g姥訥αあ，2〃薦が用いられている部分について考察し

ようと思う。これによって法助動詞の歴史的研究への一つの手がかり

が得られるであろう。孟πg乙o－S鶴oπ訳はv8む％s孟6画oαから，Wyc1－

i飽訳は7吻伽からの，いずれもラテン語からの訳であるのに対し

て，Tyndale以降のものはギリシャ語からの訳であるということ，ま

た後のものは既存のものに影響されることが大きく，しかもその性質

上当然やや古風であって，その時代の英語の実状を示しているとはい

い難いことなどによって，聖書を用いることには難点もあるが，上述

のような利点も認めねばならない．なお本文では一部の例しかあげる

ことができないので，全体を概観し得るように，附録として簡略な対

照表を加えることにした．

　つぎの表で各語がどの位用いられているかを示しておく（55）．

（53）個々の語の変遷の詳細にっいてはOEDおよぴ註（1）に挙げた拙稿を参照されたい．

（54）以下それぞれAS・W，T，AV，RV，RSVと略記するご

（55）表の左欄には便宜上ModEの語形をあげる・なおo麗9配と02〃84を分けたのは，AVま

ではo包g勧（OEδ配8）のみてあるが，RVとRSVではこの二つの働きが分fヒしているからで

ある，またAS，Wにみら塾るπ払π副8，πo‘d8などのcontmctedformは肌π，側o副4
に含める・またT・AVには5加‘加という形があり，また彪肌o‘は丁以後おにいてふつう

である・これらのcontracted　formは区別しない・T，AVには画αめ6（胃shall　be）なる形
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W
o1389

T
1526

AV
1611

RV
1881

139

0απ

oo認4

常叩

m∫9雇

mO6θ

m麗む

0ωθ

o％9耐

0ω・θ4

ε肱π

5んo％Z己

漉π

2〃o％Z切

瓢zあη9

Tota1

6
2
5
7
3
0
2
1
0
6
3
7
6
0

　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4
1
118

1
0
3
6
0
0
4
2
0
9
8
7
3
1

　
　
2
　
　
　
　
　
　
　

5
3
5
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

604

5
6
4
1
0
5
1
5
0
5
3
3
4
0

2
　

1
1
　
　
　
　
　
　
7
3
8
2

　
　
　
　
　
　
　
　
3

582

0
3
5
0
0
5
1
4
0
1
6
4
2
1

2
　

1
2
　
　
　
　
　
　
7
2
9
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

582

8
4
4
9
0
6
1
2
2
8
4
8
8
3

1
　

1
1
　
　
　
　
　
　
5
2
7
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

557

RSV
1946

1
5
4
9
0
1
1
2
2
0
6
0
3
3

2
　
1
　
　
1
　
　
　
8
　
6
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

437

　3・4・1・ASでo襯脇π　が（代）名詞の目的語を伴なっている揚

合は，W以下すぺてにおいて乃πoωが用いられている（prs．11：2

71，11：272，22＝29，25：12，pt．26＝72，26＝74）．

11 271（56）AS

　　　　　W

　　　　　T

　　　　AV

　　　　　R．V

　　　　RSV

ASでo観肌πが不定詞を伴なう揚合が二つあり

Wでは前者は

　　ノnan　man　ne　canδone　sunu，b丘tun　f田dyr

no　man　knewe　the　sone，no　but　the　fadir

　no　man　knoweth　the　sonne，but　the　fat五er

llo　man　knoweth　the　sonne　but　the　fatller

　no　one　knoweth　the　Son，save　the　Fathef

　no　one　knows　the　Son　except　the　Fat五er

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7＝111，16：32），

加π肋02〃8π．1b7哲o，後者はん餓んπo膨め，Tでは

　があり（Tにはω認加もある），丁以後には侃ππo直かあるが，これらは罐α泥，侃πに含めた．

　甑π狐gは他との比較のために加え，％翅〃沼搬gもこのなかに含めた．

（66）11：27はマタイ伝11章27節を示し，271の肩の数字1は27節に本稿て取り扱う語が2回
　以上現われ3その第1のものであることを示す，
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侃ππとoαπ，AVではんπo側んoω60とoαπ，RV，RSVではすべて

乃箆0ωん0ω‘0である．

　Wにはo佛は一つだけであるが，その箇所はASでは観む餓，丁

以降では偽πである．

27：65　AS

　　　　W

　　　　T
　　　　AV

　　　　RV

　　　RSV

farap，and　llealdap　swゑswゑge　witon

go5e，kepe5e　as3e　kunnen

gO，andmakeyttaSSUreaSyeCan
goe　your　way，make　it　as　sure　as　you　can

gO　yOUr　way，make　it　aS　SUre　aS　yOU　Can

go，make　it　as　secure　as　you　can

AS，W共にω奴㈱）が用いられているつぎの例がこれと比較される．

21：271

酪
w
T
解
愚

We　nyton．

We　witen　nat．

We　cannot　te11．

V▽e　cannot　te11。

We　know　not、

“7e　dO　not　kno、V．

　3．4．2．丁以降におけるo㈱のなかで，上記のもの（Tでは7；111

と16：32；AVでは後者のみ）以外はASのo％π照πに対応してい

ない．（Wにおけるoαπは上記27；65のみ．）大多数である17例

においてT，AV，RV，RSVすべてのoαπが等しくAS　mαgαη，W

瓢雪に対応している（57）（prs。5：14，5：362，6：241，6：244，6：27，

7：181，〔7；182〕，8：22，12；29墓，12＝34，16：33，19：25，26：531，27：

4211pt．17116，17：19，26：40三26：42ではAVのみ鴉α写）・

（57）　8；2SにおいてはASからAVまて賜α写，RV　RSVで8απてある（いずれもpt，）。
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5：14AS　ne　maヨg　seo　ceaster　beon　beh夕d6e　byp　uppan　m丘nt

　　　　　　　　ゑset

　　　　　XV　　a　citee　putt　on　an　hill　may　not　be　hid

　　　　　T　　a　cite　that　is　set　on　an五ill　cannot　be五id

　　　　AV　A　citie　that　is　set　on　an　hi11，cannot　be　hid

RV，RSV　A　city　set　on　a　llill　cannot　be　hid

6＝24AS

　　　　　W

　　　　　T

　　　　　AV

　　　　　RV

　　　　RSV

Ne　mゑgon　ge　Gode　peowian　an（i　woruldwelan

3e　mowen　nat　serue　to　God　and　richessis

Ye　can　nott　serve　God　and　mammon

Ye　cannot　serue　God　and　Mammon

Ye　cannot　serve　God　and　mammon

You　cannot　serve　God　and　mammom

　ASmαg餓，W瓢Ψに対してδθα6Z“oが用いられていることも

ある（g：28，20：221，20：224では丁以下すべてゐ8αゐZ860；19＝12，

22：461，26：61ではTのみoαπ110：282，10：283ではRSVのみ
召απ）．

9＝28AS

　　　　　W

　　　　　T

　　　　　AV

　　　　　RV

　　　　：RSV

Ge1郵e　gyt，6おt　ic　inc　m記g　geh歪1an　g

Bileeve3e，that　I　may　do　this　tlling　to50117

Beleve　ye，that　I　am　able　to　do　tllys？

Beleeve　ye　that　I　am　able　to　do　t五is？

Believe　ye　that　I　am　able　to　do　this　P

Do　you　believe　that　I　am　able　to（10this？

22・461AS
　　　　　　　W

　　　　　　　T

Dゑne　mihton　hig　him　nゑn　word　andswarian

And　no　man　mi3t　answere　a　word　to　hym

And　none　of　thom　coulde　answere　him　ageyne　one

worde
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　　　　AV　And　no　man　was　able　to　answere　him　a　word

RV，RSV　And　no　one　was　able　to　answer　him　a　word

10　282AS　on（1魏dap　mゑ60neン6e　mI£g　sゑwle　and　lichaman

　　　　　　　　　　ford6n　on　helle

　　　　　　W　　rather　dreede3e　hym，that　may　lese　soule　and　body

　　　　　　　　　　into五elle

　　　　　　T　　ratller　feare　him，which　is　able　to　destroye　both

　　　　　　　　　　soule　and　body　in　hell

　　　　　AV　rather　feare　him　which　is　able　to　destroy　botll　so－

　　　　　　　　　　ule　and　body　in　hell

　　　　　RV　ratller　fear　him　which　is　able　to　destroy　botll　soul

　　　　　　　　　　andbodyinllell

　　　　　RSV　ratller　feaτhim　who　can　destroy　botll　soul　and

　　　　　　　　　　body　in　hell

　T以降でposs弼θが用いられる例が一つある．

24　243AS
　　　　　　W

　　　　　　T

　　　　　AV

　RV，RSV

　12：26，　26

いる（58）．

gyf　hyt　beon　m田g

if　it　may　be（10n

y貸itwerepossible
if　it　、vere　possibl　e

if　possible

541ではAS肌αg㈱が後の訥απ（定〃乞のに対応して

12　26AS　　h丘mおg60nne五ys　rice　standan～

　　　　　W　　t五erefore　hou　sllal　his　kyngdam　stonde？

　（邸）　これらはpossibihtyを表わしていると考えられるが，これに類した26；9の例てはAS

　　からRSVまですべてに7勘g漉が用いられている，



T
V
V
V

　
A
R
S

　
　
　
R
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howe　shall　tllen　hys　kyngdom　endure　P

how　shall　t五en　his　kingdome　stand　P

llow　then　sha1111is　kingdom　stand　P

五〇Yv　then　will　his　king（10m　stand　P

26　54AS
　　　　　　W

　　　　　　T

　　　　　AV

　　　　　RV

　　　　RSV

H丘mゑgon　beon　gefyllede6a　ll直1gan　gewritu…P

Hou　therfore　shulen　the　scripturis　be　fulfillid？

Howe　then　shall　the　scriptures　be　fulfylled7

But　how　tllen　shall　the　Script廿res　be　fu1且11ed…P

How　then　should　the　scriptures　be　fulfilled…P

But　how　then　should　the　scriptures　be　fulfilled…P

　5：133，16：182ではAS隅α卯πは本動詞として

power，prevai1’の意味を表わしている，

‘be　strong，have

5　133AS
　　　　　　W

　　　　　T

　　　　　AV

　　　　　RV

　　　　RSV

Hit　ne　mξeg　sy6δan　to　nゑhte

To　nQ　thing　it　is　wort五〇uer

It　is　thenceforthe　goo（ie£or　nothynge

It　is　thenceforth　good　for　nothing

it　is　t五encefoTth　good　for　nothing

it　is　no　longer　good　for　anything

16　182As
　　　　　　W

　　　　　　T

　　　　　AV

　　　　　RV

　　　　RSV

11elle　gatu　ne　mゑgon　ong6n6a

the3atis　of　helle　s五ulen　nat　han　nli3t　a3eins　it

the　gates　oH！五ell　shall　nott　prevayle　a　genst　it

the　gates　of　hell　shall　not　preuaile　against　it

the　gates　of　Ha（ies　shall　not　prevail　against　it

the　powers　of（ieath　shall　not　prevail　against　it

以上のことから大体つぎのようなことがいえる．
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　（1）AS　o肌π硫は（代）名詞を目的語として伴なうことがふつ

うで，大体W以降の為πoωに対応する．

　（1’）AS　o％π瓢πが不定詞を伴なうことは少なく，その揚合W

では乃πoω（ノ酔）60，Tではoαπ，AVではoαπまたは乃πoωんo”

オo，RV7RSVではんπoω加ωむoである．

　（2）AS鴉αg餓は多くの揚合W鵬吻，丁以降ではoαπに対応する．

　（2’）AS瓢卯π，W観α写に対して丁以降でδθα伽亡oの揚合

も少なくない，

　（2”）AS観αg㈱には本動詞として‘be　strong，have　power，

prevai1’の意味を表わす揚合があり，W以降では種々の表現がとら

れている．

　この記述の範囲内で，‘knOw’およぴ‘beable’の意味を表わす

おもな語を考えると，ほぼつぎのようになる（59）．

　　　　　　　　　　　AS　　　　　　W　　　　　　T以降
　　　　　　　　　　　0　995　　　　　　　　　　0　1389　　　　　　　　　　1526一

　　’know’　　　o観π観　　　　乃照“　　　　　岳㎜ω

　　』be　ableン　　　　　　肌αg‘zπ　　　　　　　　　瓢写　　　　　　　oαπ，ゐθα扉8

　3．5．AS勉αgωπ，W　mαッについてはすでにのぺたが，丁以降で

は肌αΨはFinal　clauseに現われることが多い．丁以降の版でFinal

clauseと解される例（1＝22，2＝8，2＝15，2：23正，4：1，4：14，5：ヱ6，

5＝45，6111，6：41，6：53，6：162，6：181，8：17，9：6，12：10，12：17，13：

351，14：15，14：36，18：162，19：13，19：162，21：4，21：34，23：26，

23＝35，24：1，26156，26：58，26：59，27＝26，27：35）のうちイタ

リックスで示した9箇所では丁以下すべてにmα写が用いられてい

る。その他ではいずれかに哲〇一in盒nitive（T12，AV2，RV1，RSV

11）あるいはSubjunctive（T1，AV2，RV1）が用いられている．

これに対応するものは，ASでは2例（ωoZ4ε22＝151望〃oZ♂oπ26＝4）

（59）Wにおけるoαπについてはマタイ伝だけからは何もいえないがLindberg（ed．），五fS．

βo副曜959・％伽ηし81：（～6π8寓3＆E¢04％3のGlossary（s．v．o鎚ππ8）に‘know，の意

味だけが記されていることは一つの参考になる。
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を除いてすべてSubjunctive，WではSubjmctive（13）およぴ過去

の揚合のsんo％Z48（π）（13）である．AS，Wではmα卯π，椛α鯉は用

いられていない．そこで種々の組合わせがあるわけだが，最も多いの

はAS，WがSubjunctiveで丁以下が視αすの揚合である（5：16，

5：45，6：162，9＝6，18：162，23：26，23：35）．

5116AS

W

T

AV

RV

RSV

Swゑonlillte　eower　leollt　bef6ran　mannum，6記t　hi

geseon　eowre　g6dan　weorc

So　s五yyne50ufe　li3t　before　men，t五at　thei　see3Qure

good　werkis

Se　that　youre　light　so　shyne　before　men，　t五at　they

maye　se　youτe　good　workes

Let　your　ligllt　so　s11ine　before　men，that　they　may

see　your　good　workes

Even　so　let　your　lig＃t　shine　before　men7that　tlley

may　see　your　good　works

Let　your　light　so　shille　before　men，t加t　they　may

see　your　good　works

　マタイ伝には，AVでぬ厩煽g勉乙θ掴弄砺dとなっている，過去

のpurposeを表わす文句が9回（1：22，2：15，2：231，4114，8＝ヱ7，

■2：17，13：35し，21：4，27：351なお26：56も類似のもの）あるが，

そのうちイタリックスのものは，各版においてつぎの例と同様である．

ユ：22AS

W

T

S6plice　ea16ys　w紀s　geworde且，6おt　gefylled　w謝e，

6記t　fram　Drihtne　gecweden　w記s　purh60ne　witegan

Forsothe　al　this　thing　was　don，that　it　shulde　be

fulfillid，that　thing　tllat　was　seid　by　a　prop五ete

All　thys　was　done　to　fulfill　that　whicll　was　spokep

of　the　lord　be　the　prophet
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　　　AV　Now　all　this　was　done，that　it　might　be　fulalled

　　　　　　　which　was　spoken　of　the　Lord　by　the　Prophet

　　　RV　Now　all　this　is　come　to　pass，that　it　might　be　fu1－

　　　　　　　filled　which　was　spoken　by　the　Lord　through　tlle

　　　　　　　prophet

　　RSV　All　this　took　place　to　fulfil　w五at　the　Lor（i　llad　spo．

　　　　　　　ken　by　the　prophet

　概括的にいえばFinal　clauseにおいては，丁以降では肌囎か

ごo－in丘nitiveがふっうでSubJunctiveはまれであり，ASではほとん

どがSubjunctiveである，またWでは，現在ではSubjunctive，過

去ではs加蛎4θ（π）がふつうである．しかし例外もある．

　（1）RSV以外ですべてSubjunctiveの揚合

6：181AS王）丘s6Plice6・me6丘f記ste，s雌a6in五eaf・d，and

　　　　　　　　　pweahδine　ans如e，D紀tδ丘ne　s夕gesewen　fram

　　　　　　　　　　mannum　f記stende，ac6inum　fa3der

　　　　　WButwhamthoufastist，anoyntethinhede，andwas五e
　　　　　　　　　　thi　face，That　thou　be　nat　seen　fastynge　to　men，

　　　　　　　　　　but　to　thi　fお（1ir

　　　　　　T　　But　tllou　when　thou　fastest，annoynte　tLyne　heed，

　　　　　　　　　　an（1washe　thy　face，Tllat　it　appere　nQtt　vnto　men

　　　　　　　　　　howe　that　tllou　fastest，but　vnto　thy　father

　　　　　AV　But　thou，when　thou　fast，anoint　thine　llead，and

　　　　　　　　　　wash　thy　face：That　thou　appeare　not　vnto　men

　　　　　　　　　　to　fastンbut　vnto　thy　father

　　　　　RV　But　tllou，w五en　t五〇u　fastest，anoint　thy　lleadンand

　　　　　　　　　was五tlly　face　l　that　t五〇u　be　not　seen　of　men　to

　　　　　　　　　fast，but　of　thy　Fat五er

　　　　RSV　But　when　you　fast，anoint　your五ead　and　wash　your

　　　　　　　　　face，that　your　fasting　may　not　be　seen　by　men　but
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　（2）すべての版でむo－inHnitiveの揚合

27＝31AS　五ig……1歪ddon　hyne　toゑh6nne

　　　　Wthei……1eddenh夕mfortocruci丘e

　　　　T　they……1eed　hym　awaye　to　crucify　hym

　　　AV，RV，RSV　they・…1ed　llim　away　to　crucify　him

　T以降において蹴¢霧がFinal　clause以外に用いられることは少

なく，その揚合も意味の上からFinal　clauseに似たものもあり，そ

の他の例でもpossibilityを表わすということができるそこでFinal

clauseに限って，3．4の表に加えてみるとつぎのようになる・

‘know7

‘be　able7

pu「pose

AS
o995

o％7Lπα7L

呪α9α箆

subj．

　w
o1389

　　　　為冗oω

　　　　ηzα型

subJ（主にprs，），3加Z吻

丁以降
1526一

　乃ηoω

oαπ，δθα配8

瓢穿，む0－inf。

Wが側ππαπに対応する語の点で丁以降に近く，mαΨの用法の点

でASに近いことは3．4までで一応推察されたが，purposeの揚

合を加えて，丁以降における瓢穿の用法が大体わかったために，そ

のことが一層よく理解できる．

　3．6．1。ASでは鵠δ厩πの例は三つにすぎないが，それだけでも当

時の用法がかなりよくうかがわれる，

　（1）　possibility　or　future

8：25AS

　　　W

　　　T

　　　AV

　　　RV

　　RSV

Drihten，h歪1e　us　l　we　m6ton　forwur6an，

Lord，saue　vs　l　we　perishen，

Master，save　vs　l　we　perishe，

Lor（1，saue　vs　l　we　perish。

Save，Lord　l　we　perish。

SaveンLord　i　we　are　perishing．
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　（2）　permission

20　151As　O66e　ne　m6t　ic　d6n6aヨt　ic　wylle　P

　　　　　　WWheritisnatlefultomefortodothatlwole～
　　　　　　T　　Ys　yt　not　lawfull　H！or　me　to　do　as　me　hsteth　with

　　　　　　　　　　myneawneP

　　　　　AV　Is　it　not　lawfull　for　mee　to　doe　what　I　wil　with

　　　　　　　　　　mine　owne　P

　　　　　RV　Is　it　not　lawful　for　me　to　do　what　I　will　with

　　　　　　　　　　mine　Own　P

　　　　RSV　Am　I　not　allowed　to　do　what　I　choose　with　wllat

　　　　　　　　　　belongs　to　me　P

　（3）　obligatiOn

18：212AS　Dri五ten，gyf　m至n　br6δor　syngap　wiδme，m6t　ic　him

　　　　　　　　　　forgyfan　P

　　　　　　WLord，houofteshalmybrothersynneinme，andI
　　　　　　　　　　shal　for3eue　hym　P

　　　　　　T　Master，howe　ofte　shall　my　brotller　trespas　ageynst

　　　　　　　　　　meンand　I　shall　foryeve　hym～

　　　　　　AV　Lord，how　oft　shall　my　brother　sime　against　mee，

　　　　　　　　　　and　I　forgiue　him　P

　　　　　　RV　Lord，how　oft　shall　my　brother　sin　against　me，and

　　　　　　　　　　I　forgive　him　P

　　　　　RSV　Lord，hQw　often　shall　my　brother　sin　against　me，and

　　　　　　　　　　I　forgive　hi皿P　（60）

　3。6，2．ASには隅σ臨πの過去形はなく，Wには現在・過去共に

ない．丁以降には現在形はなく，現在用法の糀％s6のみである。丁以

　（60）　Cf。ト○イッ語訳：Herr，wie　oft皿uss　ioh　denn　memem　Bruder，der　an　m1τ

　　s廿ndigt，veτgeben？
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降のすべてで㎜％s6が用いられている例が四つ（16：211，17：10，24：

62，26：542）あるが，Wではすべて乞む観o％86ん（or一航），ASでは

17：10，26：542では非人称のg吻γ臨π，16：211では初Z♂8，24：62

ではsooZOπである．

26　542AS

W

T

AV

RV

RSV

H6mゑgon　beon　gefyllede6a　hゑ1gan　gewrituン6e

be　meゑwritene　synt？for6am　Ous　hyt　gebyrap　to

beonne．

Hou　therfore　shulen　the　scripturis　be　fulfillid～

for　so　it　behoueth　to　be　don．

Howe　then　shall　the　scriptures　be　fulfylle（1？　for

so　muste　it　be．

But　how　then　s五all　the　Scriptures　be　fulfilled，that

thus　it　must　be？

How　then　should　the　scriptures　be　fu1且11ed，　that

thus　it　must　be　P

But五〇w　then　should　the　scriptures　be　fu1丘11ed，

that　it　must　be　so　P

24　62AS
　　　　　　w

　　　　　　T

　　　　　AV

　　　　　RV

　　　　RSV

6ゑs　ping　sceolon　geweor6a且

forsoth　it　bihoueth　t五es　thingis　to　be　don

for　all　these　thinges　muste　come　to　passe

f・τallthesethingsmustc・畑t・passe

for　these　things　must　needs　cQme　to　pass

for　this　must　take　place

　　この他，AS－RVでImperativeまたはsんαZZ

52，24：441，26：351）があるが，RSVでは（18；7

肌％86である．一例をあげれば，

の揚合（5：48，6：

を除いて）すべて
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5：48AS　Eomustlice　beop　fulfremede，swゑeower　lleo｛onlica

　　　　　　　　　f肥（1er　is　fullfreme（i．

　　　　　WTherforebe5eepar飢，asand30ure五euenlyfadir
　　　　　　　　　is　parfit．

　　　　　T　Yeshaltherf・rebeperfecte，evenasy・urekevenly

　　　　　　　　　father　is　perfecte．

　　　　　AV　Be　yee　therefore　perfect，even　as　your　father，which

　　　　　　　　　is　in　heauen，is　perfect．

　　　　　RV　Ye　therefore　shall　be　perfect，as　your　heavenly　Fa－

　　　　　　　　　ther　is　perfect．

　　　　RSV　You，therefore，must　be　perfect，as　your　heavenly

　　　　　　　　　Fatherisperfect．

　　またRSVの徽s6に対応するものがASのSubjunctiveである
揚合もある（20：272，22：24）．

20：272AS　And　se6e　wyle　betweox　eow　beon　fyrmest，s夕五e

　　　　　　　　　　　eOwer　peOW。

　　　　　　WAndwhoeuereamonge30uwolebearste，heshal
　　　　　　　　　　　be30ure　seruaunt．

　　　　　　　T　And　whosoever　wilbe　chefe，1et　him　be　youre　serv－

　　　　　　　　　　　aunt．

　　　　　　AV　Andwh・s・euerwillbec五iefeam・ngy・u，1ethim

　　　　　　　　　　　be　your　seruant。

　　　　　　RV　and　whosoever　would　be　first　among　you　shall　be

　　　　　　　　　　your　servant，

　　　　　RSV　an（i　whoever　would　be　first　among　you　must　be

　　　　　　　　　　yourslave

　以上のことからMod　E視％s哲の表わす意味を基にして各版におけ

るおもな表現をまとめてみるとつぎのようになる．
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‘must，

AS

勿乙9εδ解帥

　30征απ

　imp．

　subj．

　痂雄π

W
麗ゐεん0財ε読

　3んα♂‘

　imp，

T，AV
呪財s‘

3舳zz

lmp・
z
8
む

RV

m％3ε

3加‘‘

imp．

RSV

皿％8ご

　3．7．1．・ASにおいて勾㈱は3回現われるが，いずれも本来の

possessionの意味を表わしている（5：5，18：252，24：472）．一例だ

けあげれば，

18；252AS　ea116記t　heゑ11te

　　　　XV　　alle　thingis　that　he　ha（lde

　　　T，AV，RV，RSV　all　that　he　had

　3．7。2．ASにおいてW以降の‘havetopay’の意味のoωθに

対応するものはso鵬απ（18：24，18：281，18；282），その他の表現

（23：163“380写Z4¢g123：183鰹3g写Z吻）である，この意味の過去形

はWoω5εθ，o％3畝丁，AVo％g競であるがRV，RSVではo麗♂で

あって，後述の側g玩と区別されている．

18＝24AS

W

T

AV

RV

him　wIesゑn　broht，se　him　sceolde　tyn　p丘send　p丘一

nda

oon　was　offrid　to　hym，tllat　ow3te　to　llym　ten　th－

ousand　talentis．

won　was　browghte　vnto　hym，whiche　ought　llym　ten

t五〇usande　talenttes

one　was　brougllt　vnto五im　which　ougllt五im　ten

t五〇usan（ユtalents

one　was　brought　unto　him，which　owed　hi皿ten

thousand　talents
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　　　RSV　one　was　brought　to　him　who　owed　him　ten　thous．

　　　　　　　　al1（i　talents

23　162AS

w

T

AV

RV

RSV

swゑhwゑswゑswerep　on伽s　temples　golde，se　ys

scyldig

he　that　shal　swere　in　the　go1（10f　the　temple，ow．
i
t
五

w五〇soever　sweare　by　the　golde　of　the　temple，he　is

detter

whosoeuer　shal　sweare　by　t五e　go1（10f　the　Temple，

he　is　a（1ebter

whosoever　shall　swear　by　the　go1（ユ　of　t五e　templeア

虹e　is　a　debtor

if　any　one　swears　by　the　gold　of　the　temple，he　is

bound　by　his　oath

　3．7．3．RV，R．SVでo膨4と区別されたo％g励に対応するものは

AS勿698勿7θ♂θ，W¢6b餉4‘θ，ゐ抗o％霧48，T，AVo％g耐である（23二

23，25：271）．

23　23AS
　　　　　　W

　　　　　　T

　　　　　AV

　　　　　RV

　　　　　RSV

Dゑs　ping　hyt　gebyrede6記t　ge　dydon

And　t五ese　thingis　it　behofte　for　to　dQ

These　ought　ye　to五ave（ione

these　ought　ye　to五aue　done

but　these　ye　ought　to　have　done

these　you　ought　to　have（ione

3・14ではAS　soθ認l　W　oωθプbγめl　T　o％g耐孟ol　AVんω％θπθ8d601

RVん⑳θ％6θ4ごoダRSV舵裾オo・3・6，2でみたようにAS吻哲9ε勿7θP，

W励θ肋％ε‘んは丁以降の㎜％36にも対応している．瀧％3む，o包gん6い
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ずれの場合もラテン語（7％Zg膨）ではopOγ観である（61）．そこで糀賜3‘

をも加えて，possession，‘11ave　to　pay’，‘oportet’の意味を表わす

おもな語を示せば，

possession

‘have　tQ　pay，

AS

49απ

30蛎απ

W
んα”8

oω8（oω3むθ）

T7AV

ん⑳θ

0ωθ（0秘9ん6）

RV，SRV

勧肥

0別θ（0麗団）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　髭bθんo秘θ‘ん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糀％S孟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　窩粥亡　　　　　　　　　　　　　んψ9θゐ〃γθP　　　‘oportet7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0％9ん‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0％9んむ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5加π　　　　　　　　　　　　　　30蛎απ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（伽の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sんα配　　　　　　　　　　　　　　吼0脇π　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0ωθ

　3．8、1．ASでは50％砒πが9回しか用いられていない．そのうち3

例（18：24，18＝281，18：282）は‘owe2の意味であり，4例（3：14，

11：32，24：62，26：351）はobligationor　necessityを表わしている．

こ．れらについては3．6．2，3．7．2，3，7．3でのべた．残る2例のうち，

9：151は丁勉Zg碗θでpo∬％蛎であり，20；10は。4π456グθ2γθ3む

60㎜07L，ω67乙40π，∂6既ん乞930θoZdo7L7泥4γ807泌πン5あ07漉π907じん乞9S〃一

個吻θμηθ9αs（7脇g、‘Venientes　autem　et　primi，arbitTati　sunt

quod　plus　essent　accepturi　l　acceperunt　autem　et　ipsi　singulos

denarios’．）であって，futurityを表わすとみてよいと思われる（62）．

W以降では，

W　　the丘rste　cummynge　demeden，tllat　thei　weren　to　take

　　　　more

T　　　Then　ca皿t五e　fyrst　supposyng　that　they　shulde　receave

　　　　mooare

AV　when　the血rst　came，they　supposed　that　they　should　haue

（61）VlsserにょればMoreにおいて？π％5むは大ていの場合opoγ亡ε‘の訳であるが・opoγ亡8‘は

　髭6θん0包6飾にも，またときおり0艇g耐にも訳されている（4εg蛎α¢0ゾ‘んθ五漉gあ3んLαπg一

瓢9βガεむ，丁為o皿α3必oγ8，§525）

（62）ちDどこの個所か8～〃86飴五πg‘o－Sα切πP7加87（rev・Davis，p、50）で‘Simple

　futurlty　appears　most　clearly　in　the　preterlte盟o‘己8and5σoεd8in　indirect　spe－

　ech’という説明の実例として挙げられている・
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receiued　more

when　the且rst　came，they　supposed　that　they　would　re－

ceive　more

when　the丘rst　came，they　thought　they　would　receive

more

　ASに比してW－RVにsんαZZが圧倒的に多いのは，futurityを

表わすのに，ASではもっぱらといっていいほどIndicative　present

が用いられているからである（63），またs加Z乙がRSVに少ないのは，

主としていわゆるPropheticsんαZZを除いて，futurityを表わすのに

多く漉πが用いられているからである．Futurityを表わす読αZZ，

伽πについては詳しい研究が多いので，本稿ではこれ以上立ち入らな

いことにする．つぎに引用するFranzの言葉のなかにはマタイ伝へ

の言及がある．“Ansatze　zu　der　periphrastischen　Form　nach　mo一

（1emer　Art（I　shall　go）sin（i　im　Altenglischen　indessen　bereits

vorhanden．Sie　erstarkt　rasch　im　Mittelenglischen　und　zwar　wird

seit　dem13．Jahrhundert　sん昭zur　Futurbildung　weitaus　am　ha－

ufigsten　gebraucht，Bis　in　（iie　elisabethanische　Zeit　bleibt　die

3届Z－Form　die　herrschende，In　der　Wyclif－Purvey－Ubersetzung

（ies　Matthausevangeliums　kommt　sie　fast　ausschlieBlich　vor，und

der　weit　volksthmlichere　un（1sprachlich　feiner　emp且ndende　Tyn．

dale（1525）verwendet3ん観zuT　Futurbildung｛ast　in　demselben

Umfang　wie　Wyclif－Purvey，既記kommt　erst　im　spatmitteleng1－

ischer　Zeit　ausgiebiger　zur　Verwen（1ung．”（64）Blackbumによると

the　late　Wycli缶te　Versionのマタイ伝では7％Zg膨のfutureが

（63）“Wle　alle　germ，Sprachen　hat　das　Ae．kein　duτeh　Flexionsendungen　gek－

　ennzeichnetes　Futurum．Gewbhnlich　wird　die　zukUnftige　Handlung　durch　das
　blo6e　Prasens曳lndlkatlv，manchma10ptativ）ausgedr伍ckt，”（Brunner，1）昭θπ・

　gど630ん88pγαめθ，II．p．269）なおVerb廿m　substantlvumの場合はδεoπがfuturiしyを

　表わすのに用いられていることが多い（Cf・Campbe11，0堀Eπgあ訥σγα，π瓢7・p・350）・し

　かしSubjunctlveのときはω8諏πかふっうである．これについては附表て括弧内に示した，

（傷）　Franz2』D昭Spγ巳σん8Sんα毒83P8α7ε3，§611，
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322回sん鰯で訳されている．他方Wycli飽は伽ZZをラテン語の

⑳0乙0を訳すのに用いている（65）．

　3．8．2．Futurityの表現以外の点で，W以降のsんαZZについて著

しいことは，それがASのImperativeに対応することがかなり多い

ことである．否定の命令文でWにおいて螂（8）が用いられている

揚合は3．9，2で取り上げるので除いて，その他の揚合で，W以降の

いずれかにsん鰯が用いられているAS　Imperativeの例（5：211，

5＝24，5：271，5：331，5：361，5：43，5：48，6：52，6＝9，7：5，16：

11，19：181，19：182量19：ヱ83，19：184，19’19，21：32，22：37，22：39，

24：441）のなかで，イタリソクスの箇所ではW以降すべてに3んαZZ

が用いられている．これらはいずれもTん側読醗（πoむ）……という道

徳的な命令である。一例をあげれば，

5：27　　AS

　　　　W

　　　　T
　　　　AV

　　　　RV

　　　RSV

Ne　unTiht－h歪me6丘．

丁五〇u　shalt　nat（101echerye。

Thou　s五alt　nott　committ　advoutrie．

Tholl　shalt　not　commit　adulterie，

Thou　shalt　not　commit　adultery：

You　shall　not　commit　adultery，

これら以外ではW以降でsん観またはImperativeが用いられてい

る（ただし5：48，6152，24：44LではRSVで脇％36）．

　3，8．3．ASでSubjunctiveがFinal　clauseに用いられて，それ

が主としてWではSubjunctiveまたはsん％Z吻，丁以降ではm卿ま

たはオo－in飴itiveに対応することについては3．5でのぺた．ここで

ASのSubjunctiveがW　以降のいずれかにおけるsんαZZに対応す

る揚合をみようと思う．このような例がマタイ伝には59みられる．

　1．　Principal　sentence（prs・5：37，7：191，15＝4，16：22，21：381

（65）Jespefsen，」4κ04θ7π　E物9‘‘5んσγαη7παア，IV・18．1（1）；なおこの間題については

Frld6n，S伽戯850π‘んεT6π885ρゾ抗8Eπgあ3互7βrδ∫γo，πσんαπβθγωSゐα舵3p8αγ6，p．

123ff，参照．
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pt．23：30，24：222，25＝272）

15：4　AS　se6e　wyrigp　hys　fξe（1er　and　m6dor，swelte　se　deape

　　　　　　　Whet五atcursithfadirormodir，dyehebydeth

　　　　　　　T　he　that　speaketh　evyll　ayeynst五ys　father　or　mother，

　　　　　　　　　　　s五all　su鉦er（1eet五

　　　　　　AV　hee　t五at　curseth　fathef　or　mot五er，1et　him　die　the

　　　　　　　　　　　death

　　　　　　R．V　He　that　speaketh　evil　of　fatller　or　motller，1et　llim

　　　　　　　　　　　（1ie　t五e　deat五。

　　　　　RSV　He　who　spe＆ks　evil　of　father　or　mother，1et　llim

　　　　　　　　　　　surely　die。

（Cf．5：31ASprs．subj，IWprs．subj，IT－RSVZθ6）

16：22　AS　Drihten，ne　gewurδe6記t．

　　　　　　　WFerbeitfrot五ee，Lordlt五isthings五alnotbe
　　　　　　　　　　　　to　thee．

　　　　　　　　T　　Master，faver　thy　selfe；tllis　shall　not　come　vnto

　　　　　　　　　　　　t五e．

　　　　　　　AV　　Bee　it　farre　from　thee　Lord＝丁五is　sllal　not　be　vntQ

　　　　　　　　　　　　　thee．

　　　　　　　RV　Be　it　far　from　thee，Lord：this　shall　never　be

　　　　　　　　　　　　　unto　thee．

　　　　　　　RSV　God　forもid，Lofd！This　shall　never　llappen　to　you．

24：222AS　b丘ton6乱dagas　gescyrte　w歪ron，n歪re　n直n　mann

　　　　　　　　　　　　　五ゑ1geworden

　　　　　　　　　Wnobutthodayes五addenbebreggid，a1Heisch

　　　　　　　　　　　　　schulde　not　be　maad　sauf

　　　　　　　　　T　　　except　those　dayes　shulde　be　shortened，　s五〇u1（ie
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no　flesse　be　save（l

except　those（1ayes　should　be　shortned，there　sho－

uld　no　flesh　be　saued

except　those　（1ays　ha（1　been　s五〇rtened，　no　Hesh

would　llave　been　saved

if　t五〇se　days　had　not　been　shortened，no　human

being　would　be　s＆ved

2．Dependent　clause

　　　　　i）　Indirect　narration　（lndirect　question　2：4，6：251，6：

253，10：193，10：195，24：31，24：321側6παP5鏡6：72，賀ノ6π3む翻

∂醗26：532）

　　　　　ii）δ鏡一・Zα％sθ1（グ吻3ゐ8舵δ鏡51291，5：301；δθ6θγθん伽

Ψ3δ鏡18：63，18：64ηθθ・窺乞oωΨγδ8グ説8：81）

　　　　　iii）∂鋤一caluse2（ゐ86εα4薦615；35，16：201ゐ翻oπ薇68：

34，16：11ゐ溜αPグ鏡9：38；π写sω乞臨π・・一狛618：141π重面・π

∂鋤27＝32）

　　　　　iv）　Relative　clause（10：261，10：262，12：112，14：72，15：

321，21：413，22：9，24：22）

　　　　　v）　Temporal　clause　（グoππθ6：5㍉2γ16；282327づrα窩‘ダθ

23二3921055銑18：302，18；34）

　　　　　vi）Final　clause（丁以降で鵠¢写の揚合は3．5にあげた1

∂鏡・一πθ17：271；58一庸13：15且，13：153，13：154，13：155）

　　　　　vii）　Consecutive　clause　（sωあ・…・・（ダ即む　15：332）

　　　　　viii）　Conditional　clause　（9双プ5：39，21：31三ゐ銘ごoπ　5：20且，

12：292，12：293，18：3し，24：221）

　　　　　ix）　Concessive　clause　（（ダθωん　16：262，26：331）

　　　　　x）　Comparative　clause（がoπ％85：292，51302）

これらのDependentclauseについてのみ，ASのSubjmctiveに

c
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対応する各版の表現をみるとつぎのようである．

　　5肱♂‘

Subjunctive

Indicative

　　　幅z‘

　　‘o曹inf．

　　　δθ‘o

　　　飛鰐

W

4
4
1
0
1
0
0

2
ワ
』

T

9
2
1
2
5
0
1

2
1

AV

4
6
1
5
4
0
0

殉
O

RV

1
7
2
2
4
0
1

6
0

RSV

6
4
1
8
3
3
2

　
　
1
　
　
1

3．5でのべたFinal　clauseのうちASでSublunctive，丁以降のい

ずれかで鴉鰭の揚合は以下の通りである，

Subjunctive

　　5勧配ε

　　　η協創

　　ε0－mf．

W

3
2
0
0

1
1

T

1
0
一
〇
2

　
　
1
1

AV

2
0
4
2

　
　
2

Rv

1
0
ご
Q
1

　
　
2

RSV

0
0
8
0

　
　
1
1

つぎにDependent　clauseの例を二三あげる．

5　301・2 AS　witodlice66ys　betere，6a｝tゑn6inra　lima　for－

　　　　　wur6e，60nne　ea16in　lichama　faτ’e　to　helle

Wforitspedithtothee，thatoonofthimembris
　　　　　perishe，t五an　that＆1t五i　bo（iy　go　in　to　helle’

T　　better　llyt　ysンthat　one　o長thy　membres　perisshe，

　　　　　then　that　all　t五y　bo（ly　shu1（1e　be　caste　in　to　hell

AV　For　it　is　profitable　for　thee　that　one　of　thy　mem－

　　　　　bers　should　perish，and　not　that　thy　w五〇1e　bo（1y

　　　　　should　be　cast　into　hell

RV　for　it　is　pro盒table　for　thee　tllat　one　of　thy　mem－

　　　　　bers　should　perish，　and　not　t五y　玉vhole　body　go

　　　　　into　he11
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it　is　better　that　you　lose　one　of　your　members

than　that　your　whole　body　go　into　he11

17　27　AS

　　　　　　W

　　　　　　T

　　　　　AV

　　　　　RV

　　　　　RSV、

18：30　AS

　　　　　　W

　　　　　　T

　　　　　AV

　　　　　　RV

　　　　　RSV

6記t　we　hi　ne　ge－unr6tsigeon，gang　to6Eere　s虎

that　we　sclaundre　nat　hemンgo　thou　to　the　see

lest　we　sllulde　offende　tllem，go　to　the　see

least　we　should　offend　them，goe　thou　to　the　Sea

lest　we　cause　them　to　stumble，go　thou　to　t五e　sea

not　to　give　offence七〇them，gQ　to　the　sea

oδ6～et　lle　him　ea11ゑgefe

ti1、t五at　he　pai（ie　al　the　dette

ty11五e　shu1（ie　paye　t五e（1ett

till　hee　should　pay　the　debt

ti11五e　s五〇uld　pay　tllat　which　was　due

till　he　should　pay　the　debt

24　3正・2AS　S記ge　us，hwEenne6ゑs　ping　gewuτ60n，and　hwylc

　　　　　　　　　　　tゑCnSiδineStOCymeS

　　　　　　　WSeietovs，wh＆met五esthingisschulenbe，andwhat

　　　　　　　　　　　tokene　of　thi　comynge

　　　　　　T　　Tell　vs，wllen　this　sllalbe，and　what　signe　shalbe　of

　　　　　　　　　thycomminge

　　　　　　　AV　Teil　vs，when　sliall　these　things　be？and　wllat　shall

　　　　　　　　　　　be　the　signe　of　tlly　comming・一P

　　　　　　　RV　Tell　us，when　s五all　tllese　things　be？一and　what　shall

　　　　　　　　　　　be　the　sigh　of　thy　domi亘g一、…・P

　　　　　　RSV　Tell　us∫wllen　will　this　be，and　what　will　be　t五e

　　　　　　　　　，Sign　Of　yQUr　COming……？
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　大体においてASのSubjunctiveに対して，Wでは3ん鰯とSu－

bjunctiveがほぼ半’々であり，T，AV，RVでは論αZJが多く，RSV

ではこれらは少なく，？〃昭がかなりあるということがいえる．また

ModEでは3加堀4が現在に用いられることが多くなる．しかし論απ

にしても揚合によってニュアンスが異なり，単に形態上の対応から

ASのSubjunctiveにかわるものと考えることはできない．一例を

挙げれば6：251，252，253110：193，195において死厩碗に導かれる

間接疑問でASのSubjunctiveに対応するsんαZZ（10二193，195で

RSVではαγε哲o）は明らかにobligationをi表わし，17＝171，172の

疑問文（AS　Indicative　l　W－R・V5肱ZむRSVα観60）と同様のもの

と考えられる．

　以上のことを簡単にまとめるとつぎのようになる．

‘Owe，

obllgation

command

（Subjunctive）

futurity

AS

30切απ

　S6％Zαπ

嬢98ゆθρ

imp。

subj．

prs．ind．

W
0ω6

　s加配

Zごゐθん0ωθごん

Z
P

加
m

3
■
－

3加zz
subj．

3肱π

hAV，RV

0208

伽
臨

側
鵠

♂
P

肱
m

S
■
－

ε肱π

subj．

㎜穿

ind，

7
レ
‘

伽
翻

RSV

0ω8

‘

↑
し

φ
麗

㎝
m

3加π

imp．

鵠％36

ind．

伽π

㎜9
8ゐαzz

Z
z
z

伽
伽

　3．9。1。ASには漉ZZαπの例が63あり（そのうち20は否定の

π翅吼であるが），ほとんどすぺての揚合にvolitionを表わしている．

　否定の命令を表わす％協観（11例）について後にのべるとして，

その他の52例について，AS幅ZZαπに対応するW以下の表現をみ

るとつぎの如くである．
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1．：Present（36）

　　i）ω郵θ，etc．（33）

　　　　　　　　　　W

　　漉π

　2“o％εd

　　bθ‘0

　　3んαπ

VOlitionを表
わす動詞など

　prs，ind，

8
2
2
噌
⊥
　
0
　
0

2

T

4
3
0
2
　
3
　
0

2

AV

8
3
0
0
　
0
　
2

2

RV

4
1
0
1
　
一
〇
　
2

1
1

RSV

6
8
0
0
　
1
Q

3

　
　
　
　
1

ii）πθ♂己θ（3）

W
　　％4θ　　　　　　　　　　　1

　勃ひ薦πo孟　　　　　　　　　　　2

　ωo麗Z4πo孟　　　　　　　　　　　0

　脇観z伽9　　　　　　　　　　　0

2．Preterite（16）

　　i）ωoZ4θ（9）

　　　　　　　　『w

T

0
3
0
0

AV

0
3
0
0

RV

0
ワ
回
1
0

RSV

T AV RV

0
ワ
θ
0
1

　　”o蛎4　　　　　　　4

　　s1め栃4　　　　　　3

　volitionを
　　　　　　　　　　　1表わす動詞など

　　脇乞9配　　　　　　　0

　そ　の　他　　　　　1

　　ii）πo漉（7）

4
0
　
2
　
ワ
耐
－

4
0
　
2
　
2
1

4
0
　
2
　
2
1

RSV

W T AV R．V

2
0
　
4
　
0
3

　望“o協♂㎜‘

　volitionを
表わす動詞など 6

0
6
1

6
1

RSV

4
3



162　　一橋大学研究年報　人文科学研究3

　これによってAVまではASと大差ないが，RVとRSV，とく

にRSVでvolitionを表わすのにω沼よりはセ〃o編4あるいはそ

の他の動詞などが多く用いられていることがわかる．3．8でのべたよ

うに，Wでは励ZZはラテン語の砂oZoを訳すのに用いられ，futurity

の表現には読観が使われており，Tyndaleでも大体同様であった．

それに対してModEではfuturityを表わすのに守〃薦が用いられ

ることが多くなり，RSVでは著しい．そこでRSVでAS　t〃写‘♂8

に対応して漉伽が用いられている所をみると，1ω薦が2（813，

26：391），2人称の疑問文が2（26：151，26＝17），2人称のClause

が2（げ8：211α326：392）である．RSVでvolitionを表わすの

に用いられている語にはγ630Z肥，幅Sん，dεS乞γ8，漉00S8，pZ8α38，瓢甑，

2面Zあπ9；γ8吻3θ，脱倣〃π麗π9があり，T－RVには加鵠れd84，d8s砕8，

γθ9脇7θ，Zゼ訪，窃Zあπ9i　Zo抗などがある．

　3．9．2．つぎに否定命令の表現にASでπ観θ，π詔απが11回用

いられているが，これに対してWではこれに対応するものの他にAS

のImperativeにも対応して26回πΨZ（θ）が使われている。丁以降

ではほとんどすぺてImperativeである（Tに訥詔が3，R．SVに

αγθπoδ‘oが1）．Wのπμ（8）はラテン語のπoZoに対応する．一

例をあげれば，

1120　AS

㌧　W
　　T

　AV
　RV
　RSV

nelle6丘ondr色dan　Marian，δine　gem記ccean，to　on－

f6me

nyl　thou　drede　to　take：Marie，thi　wyf

feare　not　to　take　vnto　the　Mary，thy　wyfe

feare　not　to　take　vnto　thee　Mary　tlly　wife

fe＆r　not　to　take　unto　tlie　Mary　thy　wife

do　not　fear　to　take　M：ary　your　wife

以上のことから膨協についてそのおもな点を概観すれぱ，
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volitlon

Neg，imp．

futurltv

AS

観記απ

1mp・
π8配αη

prs．md，

W
観泥

顧（θ）

1mp・

3肱π

瓜Av　I

ωごπ

1mp・

読απ

拠配

RV
忽び協

乞σo％薦

その他

imp．

s肱‘z

マ“昭

RSV

その他

”0％Z♂

観‘‘

imp，

そ“沼

就α記

　3．10．以上でいわゆる法助動詞o侃，盟αΨ，勉％3む，o％g配，曲醐，？〃沼

のマタイ伝の六つの訳における状態を概観したのであるが，その目的

は，すでにのぺたように，個凌の語の変遷をみることではなくて，各

時期におけるこれらの語，およびそれと関連した語の関係を念頭にお

いて，その移り変りをみることであった．また，これだけの資料から

詳細な用法にまで立ち入って考察することは不可能なので，大略をの

べるにとどめた．こういった記述から，各語について表示を試みたよ

うに，各語の歴史的考察を行なう揚合に，どのような表現を考慮に入

れるぺきかが，少なくともここで取り扱った資料の範囲内では，明ら

かにすることができた．比較的規則的な変遷を幾つかあげれば

　o％ππαπ一為πoω　　（3．4．1）

㎜α9㈱一〇㈱　（3，4，2）

伽π一脇6　（3．7．1）
　so％♂απ一〇ωθ　　　　（3．7．2）

のような交代がみられ，また

　Present（futurity）一一sんαIZ乙，ωπZ　（3，8，1）

　Imperative－sん観，Imperative　（3．8、2）

　Imperative（Neg．）π彩Z（θ）　　Imperative　（3，9．2）

　Subjunctive（Final　clause）一Subjunctive　　隅α写　（3。5）

　Subjunctive一一Sub〕unctive，3んα瀦，sんo％Zdl，etc。　（3，8．3）

などのように，動詞のある形に対応して助動詞が用いられることの多
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い揚合もある．しかし，各語は各時期における言語体系のなかに位置

を占めているのであって，ある語が前の時期の他の語に対応していて

も，それを単に前の表現にかわるものと考えることは正当でなく，そ

の時期におけるその語の性質上，それが前の時期において他の表現が

占めていた位置に現われることが多いということにすぎない．したが

って，各時期における各語の全体の用法を観察することが必要である．

まず歴史的考慮を排除した記述を行ない，個々の要素が，各時期にお

いて，すたれつつあったか，一般的であったか，新興のものであった

かを明らかにし，その上で各時期の比較を行なうぺきである・しかし，

記述的研究が歴史的研究の前提となると同時に，歴史的研究をめざす

揚合には，各時期のいかなる表現を取り上げるべきかを決定するため

には，前後の時期についての歴史的考慮が必要である．本章は，こう

いった方向への一つの手がかりを与えるであろう，

　本稿において，私はこれまで，いわば断片的に行なってきた，個々

の法助動詞の歴史的研究に対する反省として，法助動詞とは何かにつ

いて，これまでの諸学者の意見をたどりながら考え，つぎにその歴史

的な取り扱い方について，具体的な事実に基づいて考察を試みた．し

かし抽象的な議論に走るのをさけるために，限られた資料の範囲内で

の事実の記述にとどめたので，扱うべくして扱い得なかった問題は多

い．私は一般的な，あるいは詳細にわたる議論を行なうことよりも，

一度はなまの事実をまとめておくことが必要だと思っていたが，ここ

にその機会が与えられたので，いわば資料の整理といった形で提出す

ることにした．こういった意味で，本稿は法助動詞の歴史的研究その

ものではなく，それに対する一つの序説ともいうべきものである。
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附 表

　1．マタイ伝の6種の訳（AS，W，T，AV，RV，RSV）における

6醜，盟αッ，腕3む，側g玩，語観，ω協の例を，本文で取り扱った順に配

列した．1．AS　o％ππ飢（3．4，1）のように，見出しの括孤内に本文

の節を示した．

　2．原則としてAVの例を文脈がわかる程度に引用し，他は略記

した．ただし11ではAS　Subiunctiveを基準として，ASによって

Clauseを分類したため，ASの例もかなり詳しくあげた．

　3．sんαπ，観ZZは頻度が非常に高く，しかもfuturityに関するも

のが多いので，その揚合は省略した，

　4．略語：imp，＝imperative，inf．＝inβnitive，prog，＝progressive，

prs．＝present，pt．＝preterite，subj。＝subiunctive、（3）のような括孤
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内の数字はAVと人称が異なる揚合の人称を示す．一は助動詞が繰

返えされ’ず不定詞のみの揚合，およびその箇所が欠除している揚合を

示す．

　5．ASは％％3伽Z鶴からの訳であり，MS，No．CXL，Corpus

Cllristi　College，Cambridge（990年から1030年の間，0995）と

MS　li．2．11，University　Library，Cambridgeに基づき，種々のMS・

と照合されている．Wは％＠むθからの訳であり，」．For曲a11＆

Sir　F．Madden編（Oxford，1850）の版のFirst　Version（1390年

以前，01389）に基づいている．Tはギリシャ語からの訳で，1526

年の初版による．（以上Bosworth＆Waring，丁舵θo伽oαπ4且πgZo．

Sαmoπσ08p8Z3の：Prefaceによる．なお本書は東京大学の宮部菊男

助教授の御蔵書を借用させていただいた．ここに記して厚くお礼申し

上げたいと思う．）

　〔追記〕　本稿執筆後，New　Testamentの新訳丁傭NθωEπg傭ん

B弼θ（Oxford＆Cambridge，1961）が出版された．新訳はAVの

改訳ではなく，現代英語のidiomを一貫して用いることを旨とした

文字通りの新訳で，予言的未来の就詔などbiblica1な表現はもち

ろんみられるが，命令のsんαZZは用いられず，Do　not　commit　mu－

rder（AV，RV：Tllou　shalt　not　ki11；RSV：You　shall　not　ki11）

のように訳されていて，RSVより現代的なようである．新訳を入手

したときには，原稿はすでに印刷所に送られていたので，これを利用

することはできなかった．
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11＝27ユ
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16：32
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26＝72
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AS　o％％照π（3、

　　　AS
　　　o995

cumunsy1－
1＆n

can

can

N丘Culme　ge
tocnゑW＆11

11e　cunnon

ne　can

ne　c丘δe（3）

nec丘6e（3）

4，1）

　　　　W
　　o1389
h飢1kno～vcn
for　to

knewe

knewe

hall　kllowe
to

llether
lqlowynge

knOwe　nat

knewe　nat
（3）

knewe　nat

　　　　T
　　　1526

caml　geve

knoweth

knowcth

can

kllowe　not

knQwc　not

knowe　not

knewe　not

　　　　　　　　　　AV

　　　　　　　　　　1611

1f　ye＿know　how　to　giue
goodgiftes　vntoyourchlldren

nQ　ln乱n　knoweth　the　sonne
1）ut　the　fatber

nelthcr　knoweth　any　mall
the　father，saue　the　sollne

yeecandisceme

l1Qt　kllowing　the　Scriptures

IknowyQullot
I　doe　llot　know　the　m乱n

I　know　not　the　man

　　　RV
　　　1881

K110W　hOW
to

knOweth

doth　know

knOw　hOw
to

not　knowh19

1ζnow　not

know　not

know　not

　　　RSV
　　　1946

knOw　how
to

knOWS

knows

know　how
to

knQw　ncith－
er

dO　llot　kl1QW

do　not　know

do　not　kllow

一
ひ
c
c

1
茜
》
蝿
塑
毘
霜
艶
　
＞
涛
摯
蝉
虫
醤
Q

　　　2．

5；133

16：182

5：14

AS　mα9απ（3．

Hit　ne　mξeg

sy6δanto
nゑhte

hellegatu

ne　m＆gon
ong6nδa

ne　m記9

4．2）

To　no　thh19
1t　iS　worth

shulen　nat

han　mi5t
a3eills　it

maynat

ItiSgoode
fornothyll－
ge

shall　nott

prevayle　a

genst　lt

canllot

It　is　thenceforth　goQd　for
nothing

thc　gates　of　hell　shall　not
preuaileagamstlt

AcitiethaいssetQn貧n

it　is　good

for　nothi119

shall　not
prevail

against且t

cannot

It　is　no

good　for
anythlng

shall　not
prcvail
againstit

cannQt
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9＝28

10：282
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12＝26
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　　　　AS

lle　miht

Ne　maeg

Ne　m直gon

m記9

Ne　m田9

miht

m記9

nc　magon

m記9

m麗9

m㌍9

magon

　　　　W

maistllot

may

mowen　nat

may

may　nat

maist

may

mowen　nat

may

shal

may

1110～ve

　　　　T

callst　not

call

can　nott

coulde

cannott

can

canst

am　able　to

be　nott
able　to

is　able　tQ

shall

call

can

　　　　　　　　　　AV

hi11，camlot　be　hid．

thou　canst　not　make　one
hεしire　whlte　or　blacke

No　man　can　serue　twQ　ma－
sters

Ye　cannot　serue　Go（1and

Mammon．
Which　of　you　by　taking
thought　can　a（1de　one　cubite
vntO　hiS　St呂tUre～

Agoodtreecannotbring
forth　euil　fτuit

neither　can　a　corrupt　tree
brhlg　forth　good　fruit

thou　canst　make　me　cleane

Belccuc　ye　that　I　am　able　to
（10e　this　P

feare　not　thcm　which．．arc
not　able　to　kill

feare　him　which　ls　able　to
destroy

how　shall　then　his　kingdome
stalld？

how　can　one　enter　into　a
strong　mans　house

how　can　ye，being　eui1，

speakegoodethmgs～

　　　RV

canst　l1Qt

can

cannot

can

cannot

can

canst

am　able　to

a「c　not　able
tQ

is　able　to

shall

can

C＆n

　　　RSV

canllot

Cαn

CannQt

can

cannot

can

can

乱1n　able　to

cannot

can

will

can

can
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幽
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臨
海
書
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幽
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灘
ー
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19ユ2
　　25

20’221

　　224

24：243

26．42

541
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27：42且

8：28

17：16
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22；461

26：9

40

　　　　AS

ne　II1乱9011

ma3ge

m記9
Mゑge

ngo
a
記m
m
ne　m記ge

magOll

m記9

ne　mεeg

ne　mihte

mihton

myhte

mihtQn

1nihte　beOI1

mihte

　　　　W

mQwell　not

may
may
MOwen

ne

W
y
O
a
m
m
may　nat

shulen

may

m＆y　nat
ln13te

my3ten
mi3te

mi5t

mi5te　be

mi5te

　　　　T

can　not

can

can

Are　ye
able　to

yff　it

we「e　posロ
s玉ble

can　not

sha11

can

can　llot

myght

coulde

could

cOu1（しe

myght　havc
bene

cOulde

　　　　　　　　　　AV

CanyenOtdiSeme＿？
He　that　ls　able　to　recelueπ

Who　then　can　be　saued？

Are　ye　able　to　drinke　of
the　cup＿～

We　are　able．

if　lt　were　possible

if　this　cup　may　not　passe

aw乱y
But　how　thcn　shall　thc　Scr－
1ptures　be　fu1丘11ed　P

l　am　able　to　destroy　the
TemPle　of　God

himselfe　he　callnot　saue

so　that　no　man　might　passe

by　that　way

thcy　could　not　cure　him

Why　could　llot　we　c乱st　him

out？

no　mall　was　able　to　answere
him

FQr　this　ointmcnt　mlght
hauc　bin　sold　for　much

could　ye　llQt　watch　with　me

　　　RV

cannot

is　able　to

can

Arc　yc　ablc
to

We　areable．

if　possible

cannot

should

am乱ble　to

cannot

CQuld

could

COuld

was　able　to

mightl　havc
bcen

CQUld

　　　RSV
cannot

is　able　to

can

Are　ye　able
to

We　are　able．

if　possib玉e

cannot

should

am　able　to

C乱nnQt

could

could

CQUld

w包s　able　tQ

might　h批ve
becn

COUld

類
O

ー
讃
汁
牌
単
幽
葺
謡
　
＞
掻
摯
曝
単
識
O
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AS

ne　myhte

　　　　　W

　may　nat

I　　T 　　　　　　　　　　　AV

　olle　houre？

　Thinkest　thou　that　I　canllot
llow　pray　to　my　f飢her…？

RV

C乱11not

RSV

cannot

1122

2：8

3．Fin乱1clause（3．5）

　15

　23且

4：1

　14

5二16

45

6：1エ

　　41

　　53

162

181

pt、subj．

prs．subj，

pt，subj．

pt．subj．

pt，subj，

pt，subj，

prs．subj，

prs．subj，

P「s・

P「s・

P「s・

subj．

subj．

subj．

prs．subj，

prs，subj．

shulde

shulde

shulde

shulde

shulde

prs、Sub3．

prs．subj，

P「s・

P「s・

P「s・

subj．

subj．

subj．

prs．subj．

prs、subj．

to－inf．

maye

to－illf，

to－inf．

to－1nf，

TO－1nf．

maye

maye

WQlde

may
wolde

myght

prs．subj．

that　it　might　be　fu1611ed

that　I　may　come　and　wors－

hip　him

that　lt　might　be　fulfilled

that　it　might　be　ful負11ed

to　bee　tcmpte（10f　the　deuill

That　it　might　be　fu1血11e（1

that　they　lnay　see　your　good
workes

That　yee　may　be　the　child－
ren　of　your　father　which　is

in　heauen

to　be　seene　of　them

That　thine　almes　be　in　secret

that　they　may　be　seene　of

men
that　they　may　apPeaτc　vnto
lnen　to　fast

That　thou　appeare　not　vnto

th

g
y

■
1
am
mmight
might

to－inf．

might

may

may

to－inf，

y
y
a
a
m
mmay

Prs　subj

to－inf．

may

to－inf．

might

to－mf．

might

may

may

inorderto－
illf，

may
may

may

may

蕗
溜
響
圏
e
繭
海
雷
卑
識
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繭
酵
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一
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8：17
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12：10

　　17

13；351

14：15

　　36

18：162

19113

　　162

2114

　　34

23：26

35

24；1

26：56

58

AS

pt．subj．

prs，subj。

pt。subj，

pt、subj。

pt．subj．

prs．subj．

pt．subj，

prs，subj，

pt，subj，

prs．subj，

pt．subj。

pt．subj．

prs．subj．

prs．subj．

pt．subj，

prs，subj．

pt。subj，

W

shulde

prs，subj。

shulden

shu1（1e

shulde

shulden

prs，subj，

shulde

prs．subj、

shuld

pt．subj．

prs、subj。

prs．subj。

shulden

shul（ie11

shu1（1e

T

TO－in｛．

may
myght

To－inf．

To－inf，

m乱ye
myght

maye

shulde

maye
to－inf．

to－inf．

m鳥ye

may

forto－inf．

myght

to－inf．

　　　　　　　　　AV

men　to　fast

That　it　might　be　fu1且11ed

that　yee　may　know

th乱t　t血ey　lnight　accuse　him

That　it　might　be　fulfilled

That　it　might　be　fu1丘11ed

that　they　may　goe

that　they　might　onely　touch

that＿euery　word　may　be
establishcd

that　he　should　put　his　han－
ds　on　them

that　I　m乱y　haue　etemall　life

that　it　might　be　fu1Blled

that　they　might　receiue　the
fruitS　O五it

that　the　outslde　of　them
may　bee　cleane

Th乱t　vpon　you　may　come
＆11the　righteous　blood

for　to　shew　him　the　bui1（1－
ingS

that　thc　Scriptures　of　the
Prophets　might　be　fulfilled

　．and　sate　with　the　scruants

RV

might

may
mlght

might

might

may
might

m乱y

shou1（1

may
might

to．inf．

may

may

to－inf．

mlght

to－mf．

RSV

to－inf。

may
might

to－inf．

to－inf．

to－illf．

might

may

might

to－inf，

to－inf．

to－illf．

m乱y

may

to．inf．

might

to－inf．

罵
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ー
藷
汁
蠕
虫
醤
盆
錨

＞
済
摯
暮
鎖
畿
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26＝59

27：26

35

AS

pt．subj．

to－inf．

pt，subj，

W

shu1（1en

shulde

shulde

T

for　to－inf。

to－inf．

to－inf．

　　　　　　　　　　AV

to　see　the　end

　，sought　false　witnesse　agai－

nst　Iesus　to　put　him　tQ（1eath

he　deliuered　hinl　to　be

cruciβed

t血at　it　might　be　fulfilled

RV

might

to一玉nf．

RSV

might

to－inf．

4．AS，ηδεαπ（3、6．1）

8＝25

18：212

20；15一

moton

m6t　ic　llim
forgyfan？

ne　m6t　ic
d6n．．．？

P「s・

sha1

Wher　it　is
llat　leful　to

llle　for　to
do．．？

　
1
1

＆
ar
h
P
s
Ys　it　not
lawfu11
狂or　me　to
do，。。～

we　perish

Lord，how　oft　shall　my
brother　sinne　ag乱inst　mee，

乱ndlfQrgiuehim？
Is　it　not　lawfull　for　mee　to
do．．，？

S
S
r
r
P
P
Is　it　llot

lawful　for
me　to　do．．，～

P「s　p「09「・

P「s・

Am　I　not
εLllowed　to
do，．．？

5，η乞％s6　（3。6、2）

5148

6；52

16：21ユ

212

P
P
m
m

－
　

・
－

wolde

1mp・
shuln　nat

it　byhQU－

ith　hym　to

shal

shalt　nott

must

must

Be　yee　thercfore　perfect

thou　shalt　llot　be　as　the
hypocritesare

　．began　Iesus　to　shew，．，110w

that　he　must　goe　vnto　Hieru－
s乱1em，

and　su∬er　many　things

shall

shallnot

must

must

111ust　not

must

錐
蛭
騨
圏
3
周
海
書
頸
識

ー
嬢
醒
i

一
刈
い



17＝10

18：7

19：161

20．272

22＝24

24＝r 2

24’441

26：351

26：542

5・5

6

　　　　AS

6記t　gcbyri－

ge虎rcst
cuman　He－
1ian

neod　ys，
6記t，，．

P「s

PrS，subj．

prs．subj，

scolon’

imP．
scyle

hyt　gebyrap
to　beonne

　　　　YV

that　it
behOueth
Helynrst
COme
it　is

lleede，

that．．

shall

sh＆11

prs，subJ．

it　bihou－

eth　thcs
thmgisto
be　dQn

lmp・
it　shal

behoue　me
to　dye

it　beho11－

cth　to　be

don

　　　　T

that　Heli－
as　111τ】ste

fysrt　eomc

hit　ls

necessary，
that．．．

shall

let

may

muste

imp．
sholde

muste

　　　　　　　　　　AV

Why　thell　s乱y　the　Scribes
th＆t　Ehas　must　first　come～

it　must　needs　be　that　offen－

ces　comc

what　goocl　things　shall　I
do，，．？

1et　him　be　your　scruant

hls　brother　shall　marrle　his
wife

allεんθs8‘1み乞7Lg3111ust　come

to　passc

be　yee　also　ready

Though　l　should　dic　wlth
thee

thus　lt　must　be

　　　RV

must

it　must　nCC－
ds　be　that，．．

shall

shall

shall

must　needs

imp．

must

must

　　　RSV

mUSし

it　is　nec－

essary　that．

must

must
mllst

mUSし

must

must

must

AS勾α7し（3・

hi　eorDan
ゑgun’

7．1）

　shuhl　welde shall　in－

herit

they　shall　inherit　thc　earth sha11’nhe「’t ”ト

一
翠
　
　
ー
繭
》
輝
単
幽
岳
楚
　
＞
掃
輩
蝉
鎖
毘
ω



241472

181252

　　　　AS

eall　d紀t
he5h
e乱11aεet

heゑhte

　　　　W

alle　his
goodis

had（1e

　　　　T

all　his
goodes

ha（1

　　　　　　　　　　AV

allhisgoods

all　th＆t　he　ha（1

　　　R．V

all　that　he
hεしth

ha（1

　　　RSV

all　his
possessions

had

7．o窒σε（3．7。2）

18・24

281

　　282

231163

183

sceolde

sceolde

sccalt

ysscyldig

ys　gyltig

ow5te

QU3te

Owist

owith

owith

Ought

011ght

O～vest

is　detter

ys　detter

one　was　brought　vnto　him
which　ought　him　tcn　thou－
sand　t＆1ents

one　of　his　fellow－seruants，
which　ought　him＆n　hundre（1

pence

Pay　mee　that　thou　owest

whosoeueτshall　sweare　by
the　gQld　of　the　Temple，hc
is　＆debter

whosoeuer　swe＆reth　by　the
gift　that　is　vpon　it，he　is
gulltie

owed

Qwed

Owest

is　a　dcbtor

is　a　debtor

0、ved

Owe（1

owe
is　bQu　rd　by

1s　bOund　by

鉾
浮
響
訓
3
闇
油
番
摯
毘

3：14

23：23

8．廊91巴‘（3，7。3）

sceal

hyt　gebyr－
ede　6記t，．．

OYve　for　to

it　behofte
for　to（10

ought　to

Qught　ye　to
have　done

儲隻ncedtobeeb＆ptizedlhavenecdtolneedto

　thcsc　ought　ye　to　h＆ue　done　l　ought　to　　　　ought　to
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　havc　done　　　h乱ve　done

1
屯
醒
1

一
団
ω



25・27亘

　　　AS

正lyt　gebyト
ede　δ田t．．

　　　　W

it　bihou－

ydc　thce　to
sende

　　　　T

Thou　ought．
est　to　havc
had

　　　　　　　　　　AV

Thou　oughもest＿to　llalle　put
my　molley　to　exchallgers

　　　RV

Qughtest　to
have　put

　　　RSV

ought　to
havc　put

一
刈
ひ

3＝14

9。　AS　so％‘απ（3，8．1）

9二151

11：32

18：282

24：62

26＝35一

18124

281

20：10

scea1（see8）

sceolun（2）

sceQlon

scealt（sce7）

scolon（see
5
）

scyle（see5）

sceolde（see
7
）

sceolde（see
7
）

sceo1（10n

1110W

P「s・

weren　to
take

Can

sha11

shulde
receave

Can　thc　childrcll　of　the
bridc－chambcr　mouτ11c．，．～

（10c　we　looke　for　another？

they　supposed　that　they
shoul（1haue　receiued　more

Can

P「s・

wou1（1

recelve

Can

shaH

would
recelVC

ー
潮
》
蝉
頸
識
醤
叢

＞
滑
摯
蝿
鞘
論
O

10。AS　Imperative（3，8、2）

5：211

　24

　27

1mp・

1mp・

1mP

shalt

shalt

shaltnat

　shalt

　ロ
　1mP・

shα1tnott

　Thotl　sh＆1t　not　kill

come　and　o任cr　thy　gift

　Thou　shat　not　commit　adu1一

shalt

1mp・
Sllalt　not

sha11

1mp・
shall　not



5：331

361

43

　48

6：52

　　9
7
二
5

16二11

19：181

　　182

183

184

19

21＝32

22137

　　39

imp、

imp．

imp，

P
P
P
P

m
m
m
m

■
－
　

，
－
　

，
－
　
■
－

imp，

P
P
m
m

り
ー
　
，
－

P
P
m
m

・
－
　
・
－

i皿P。

P
P
P

m
m
m

－
　
．
－
　
・
－

AS

（see5）

（see5）

W

shalt　not

shalt

s五alt

shuleロ

S五alt

imp．

shalt

shalt

shalt

shalt

shalt

imp，

sh乱1t

shalt

T

shalt　not

shalt

shalt

imp。
s五alte

imp’

shalt

shalt

shalt

shalt

shalt

imp，
shalt

shalt

　　　　　　　　　　AV

terie

Tho鎚shalt　not　forsweare
thy　selfe

Neit五er　sh＆1t　thou　sweare
by　thy　hea（1

Thoush＆1tlouethy
neighbour

P「ay　yee

and　then　s五alt　thQu　see
clearly

ye　should　beware　of　the
leauen　of　the　Pharises

Thou　shalt　do　no　murder

Thou　shalt　not　commit
adultery

Thou　shalt　not　steale

Thou　shalt　llot　beare　false
witnesse

Thou　shalt　loue　t］Ly
neighbour

yeeshallsay

Thou　shalt　loue　the　Lord

Thou　shalt　loue　thy

RV

shalt　not

shalt

s五＆1t

imp。
shalt

imp．

shalt

shalt

shalt

shalt

shalt

shall

shalt

sh乱1t

RS▽

shall　not

1mp・

sha11

imp。
will

1mp・

shall

sha11

shall

sha11

sha11

shall

s五all

sha11

確
浬
響
劉
O
禰
鴇
書
鞘
識

1
繭
醒
ー

一
圃
団



24＝441

AS

imp，（see5）

W T
neighbour

AV RV RSV

11　AS　Subjunctive（3。8，3）

　　（1）　Principal　sentellce

5：37

7：19星

15：4

16，22

21＝38

23：30

24222

251272

　　　　　　　AS

si　eower　sp幡c＿，

s乎hyt　forcoτfen

swelte　se（1ea1》e

ne　gewurOe6三et

uton．．．habban　us

hysおhta
Gyf　we　w蝕ron，，，，

n歪roll　we＿（seee（2）
viii）

b白to11＿。11歪re　nゑn

malmh丘lgewQrden
（see（2）vili）

Hyt　gebyrede6a｝t
6血befa｝stest　lnin

　　　　W

be30ure
word，．．

shal　be
kitte　doun

dye　hc　by
deth

shal　not

we　shulell
haue
shuldell

schuldc
not

shulde
haue　re一

　　　　T

shalbe

shalbe
hewne
doune

shall　suf－

fcr　deeth

shall　not

lett　vs
take

wolde

shulde

shulde　I
have　re一

　　　　　　AV

let　you　communica－
tion　bee．．．

，is　hewcn　downe

1ct　him　die　the
death

This　shal　not　be
vnto　shall　thee．

1et　vs　sease　on　his

inhent＆nce

wee　wou1（1not　haue
bene

thcrc　s五〇uld　no且esh
be　s＆ucd

Tholl　oughtest，，．to

haue　put　lny　lnolley

　　　R．V

let

is　hewll
down

let

shall

let　Us

shou1（1

would　have
been

sho111d　have
received

　　　RSV
leゼ

is　cut　down

let

sha11

1et　us

would

wou1（1

shOuld　have
recelved

一
N
o
o
　
　
l
鵡
汁
韓
単
翻
禽
幾
　
＞
滑
摯
唾
嶺
識
い



　　　　　　　AS

feoh　my　neterum，
乱nd　ic　nゑ1ne，，．δ詑t

mhlys，．．

　　　　W

sccyued
　　　　T

ccaved

　　　　　　　AV

to　the　exchangers，
and　thcn　．，．I　shoukl

hauc　rccciue（l　mhle
Owne

RV RSV

（2）　Depen（1e且t　clause

（1）IndireCtnarratiQn

2：4

61251

253

10，193

　　195

2413し

32

6172

ゑxode，hwa｝r　Crist
ゑcenne（1wa…re

ge　lle　sln　ymbh夕di－

geeowresゑwle，
hw記t　ge　eto11＿

n・idhwamges夕n
ymbscr夕dde

lle　bellce　ge，h丘06－
6e　hwaヨt　ge　sprecu11

hw紀t　ge　spreCun

Sεege　us，hw紀nne
6ムS　Ding　gewUr6Qn，

and　hwylc　tゑcn　si
6ineStOCymCS

hlg　w6n鋤6記t　hi
sin　gehジrede．．

shulde

shule11

shuln

speeken

shuln

schulen

ben
（prs，subj．）

shulde

sha11

sha11

shall

shall

shalbe

shalbe

shalbe

demanded．．．where
Christ　should　bc
bome
Take　no　thought　for
your　lifc，what　yec
shall　eate．．

what　ycc　shall　put
on

take　llo　thought，how
Qr　what　yc　shall
speake

what　ye　shall　speake

Tell　vs，when　sh乱11
these　things　be？

and　what5んαZ‘δ8
the　slgne　of　thy

commin9＿～

they　thinke　that
they　shall　be　heard

shou1（1

sha11

sha11

shall

shall

sha11

sha11

sha11

was　to

sha11

sh＆11

are　to

αre　to

wi11

wi11

wi11

蕗
溜
響
圏
3
國
鴇
冴
頸
翻

1
嶺
灘
1

一
N
℃



26；532

5291

311

18：63

64

8：8且

AS

W611st6自，．．舳t五c
sellde　me，．

（ii）醗ε・c1＆Use1

66ys　betere，6記t
ゑn6inr＆1ima　for－
Wurδe

（the　same　as　above）

bctere　hhn　ysδ紀t
ゑncwym－st丘11sito
his　s、vyrall　gecllytt，

and　si　besellced　oll

s由sgr丘11d．

ne　eom　ic　wyr6e，

6記t　O丘ing乱nge
Under　lnille　reCelle

sha1

W

pcrishc
（prs，subj．）

be
（prs，subj，）

be
（prs，subj。）

elltre
（prs，subj，）

shal1

T

perisshe
（prs。Subj，）

wcrc
（pt，Sul）」．）

玉verc
（pt．Sub，，）

shuldcst

AV

Thinkest　thou　that
he　sh＆11＿glue
me．，．～

it　is　profitable　for

thcc　that　one　of　thy

membres　should
perish

1t　weTe　bcttcr　for
him　that　a　mllstone
were　hanged　about
hls　nccke2

alld　that　hcc　wcre
（lrownedinthe
depth　of　the　Sea．

I　am　not　worthy
th乱t　thou　shouldcst
comevlldcrmyroofe

RV

sha11

shOuld

shoud

shOuld

shouldesし

wi11

RSV

perish
（prs，Subj．）

to・i11ぞ、

to－inf．

to　have　you
conle

一
〇
〇
〇

ー
蒲
汁
蝉
毫
識
搬
難

＞
済
摯
纏
摯
論
U

（iii）4庇‘一clausc2

15；35

16、20

　he　bebcaδ　6ゑ　6εet

SeOmCnCgUS舐COfCr
　6記re　corpan

　Dムbebead　se　II語1e－
　nd　hys　leorningcni一

shuldc

shulden

to＿illf。

shulde

hce　commaunded　the
multitude　to　slt
downG

Thell　chargcd
hee＿　that　thcy

to．inf．

should

to－inf．

to－inf．



8134

16＝1

9＝38

18：14

27：32

10・26且

262

AS
htum，6εet　hig

nanum　menn且e
S語（ion．．．

6ゑbε6don　hig　hyne，
6a｝t　he　f6rde　fram

heora　gem虎rum

，b歪don6aシt　he　him
sum　t義cen　of血eofo－

ne肥呼wde

Bidd＆b6記s　ripes
hlaford，6肥t　he
sendewyrhtanto
hysτipe．

nys　willa　bef6ran
eowrum　f記（1er，．，6記t
ゑn　forwurδe　of6is層

umlytlingum

δonehign夕ddon，
6肥t　he　b語re　hys
r6de

（iv）Relativeclause

1識寵触器器舞論
丘telo（し，

nenゑndihle♪ing，

W

shulde

forto－inf．

sende
（prs。subj。）

perishe
（prs．subj，）

血e　shulde
ta1ζe

shal　nat

shal　nat

T

to－inf．

wo1（1

to－inf．

shulde

to－inf．

shall　not

shall　not

AV
should　not　tel　no
lnan．．．

they　besougllt　him
that　hee　would　de－
Pa「t　Qut　of　their
coasts

desired　him　that
hee　would　shew
them　a　signe　from
heauen

Pmy　ye＿the　Lord
of　tねe　haruest，that

he　will　send　foorth
Iabourers　into　his
harucst．

it　is　llot　the　will

of　your　father．．that
one　of　these　little

ones　should　pcrish

him　they　compelled
to　beare　his　Crosse

RV

wou1（1

to－inf．

send
（prs，subj。）

shou1（1

that　they
might　bear

盤鰍黙難に盤1

RSV

to・inf．

to－inf．

to－inf．

sllould

to－inf．

will　not

will　not

蕗
浬
響
圏
3
閾
海
書
単
識

1
弔
盟
ー

一
c
c
ド



12’112

14：72

151321

211413

22＝9

2412駐

6二51

16：282

23：392

　　　　　　　AS

6記t　ne　wurOe　ge－
opello（i．

Hwylcmanysof
eow6e　hεebbeゑn
sceap＿7

swゑ11w田t　swゑheo
hyne　b歪de

hig　nabba1⊃hw蹴
hig　eton

mld6δrumtllion，
6e　him　hys　w記stm
hyro　tidumゑgyfQn

swゑhwylce　sw直ge
gellletoll

stゑ11upPan　st義ne6e
ne　beo　toworpen

（v）　Tempoτal　clause

60nne　ge　eow　gcbid－
60n

　歪r　hig　geseon

虎r6am6egesecgeon

W

that　hath

what　euer
thinge　shc
hadde　axi（1e

shulen

shulen

shulen

shal　nat

when3e
shulnpreye

til　thel
seen

til　that
3ee　seie11

T

iff　he　had

whatso－
evcr　shc
wo1（1e乱xe

nQthinge
to　eate

sha11

fynde

shall　not

when　thou
praycst

tyll　they
shall　have

sene

tyll　that

ye　saye

　　　　　　　AV

not　be　knowen．

What　man　shal
thcre　be　among　you，
that　shall　haue　one
sheepe

whatsoeuer　she
would　aske

kaue　nothillg　to　eate

other　husba11（lmen，
which　s五all　render
him　the　fruits

as　many　as　yee　sha11

盒nde
one　stone　vpon　ano－
ther，that　shall　not
be　throwen　downe

when　thou　prayest

tilltheysee

till　ye　shall　say

R．V

sha11

should

且othing　to
eat

sha11

sha11

sha11

prayest

see

sh乱11

RSV

if　he　has

might

nothing　to
eat

wlll

盒nd

wili

P「ay

see

S＆y

一
G
c
N

ー
繭
汁
蝉
頸
論
醤
劃
　
＞
済
摯
蝉
奮
識
ω



181302

　　34

17：271

13＝15t

152

153

154

155

　　　　　　　　AS　　　　　　　　　W

　oδδεet　he　him　e＆11　　til　that
　直gefe　　　　　　　　　　　　　he　paide

　o6　0aet　he　ea11ゑgu1・　til　that
　de　　　　　　　　　　　　　　　　he　paide

（vi）　　Final　clause　（see　3）

6記twehinege－unr6tsigeon

6e曹1εes　hig詑fre　mid

eagUm　geSeOn、

and　mid　camm　ge－
hジrQn．

and　mid　heortan　on．
gyton，

and　sin　gecyrrede

a11（1ic　hig　gehεele

that　we
sclaun（1re

nat　hem

that　sum
tymethel
see　with
ee3en，

and　with
eris　hecr－

en

and　vlldir－
stonden　in
herte，

and　tllel

ben　to　gidre
turned

and　I　heele
hem

　　　　T

tyll　he
shulde
paye

tyll　he
shulde
paye

1est　we
shulde　of－

fen（1e　them

lest　they
shulde　se
with　their
eyes

and　heare
with　their
cares

and　shuld
Vllderston－

de　with
their　heレ
tCS

a11（1shulde
turne

thaしY　my－
ght　heale
them

　　　　　　　AV

till　hee　should　pay

the　debt

till　hee　should　pay

】east　we　should　of・

fend　them

lest＿they　should
see　wlth　their　eyes、

andheare　with　their
eares

a11（l　should　vnderst。

and　with　the重r
heart，

and　should　be　conu．
erted

an（l　i　should　heaIe

them

　　　RV

should

should

o任end

should

shQUld

should

　　　RSV
should

should

not　to－inf．

should

for　me　to
hea1
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151332

5＝39

21＝3：

520【

12292

293

18：31

24：22且

（vii）　Consecutive　clause

AS
Hwar　nime　we　SW直
fela　h1ゑfa　on61s
、v6stene　　δおt　we

8efylla且swゑmycele
mおnegu～

　　　　W

som＆nylo－
OUys．that
we　fu1且11e．．．

（prS　Subj．）

（vii孟）　Conditional　clause

gyf　hwゑδ6slca　on
6in　sw乎6re　wenge

gyfhwゑe・w歪n19
Pmg　to　cwy）

b飢on　eower　rlhtw一
∫snys磁res夕60n－
ne6町a　writera

b丘ton　he　gebinde
語reSt60ne　Strangan，

and60nne　hys血丘s
bereafige

b6tonge　beon　gecyr－
rede

baton6a　dagas　ge－
SCyrte　w記ron

3if　any　shaL

smyte　thee

3if　eny　man
shal　seie

but3if30ure
ri5twisnesse

shal　be　more
Plenteuouse

but　first　he

shall　bynde

an（i　then　he

shalrauyShe

but31f3e
shulell　be

tumyd
but　tho
dayeshad－
den　be　breg一

　　　　T

so　moche
breed．．，as

s五ulde

SU鉦yse＿

yf　a　man
gcvc　thee
a　blowe

ifellyman
saye

excepしyOU噂
re　righte－

weslles　ex－
cede

excepte　he
fyrst　bynde

and　then
spoyle

except　ye
tOurlle

except　tho－
se　dayes
shulde　be

AV
Whence　should　we
haue　so　much　brea（1

，asto丘11sogreat
a　multitude　P

whosoeuer　shall
smlte　thee　on　thy

righしcheeke

ifallymansαyoughtvntoyou
except　your　righteo－
usnesse　shall
exceede　the　righteo－

usnesse　of　the
Scribes

except　hee　first　bin－
de　the　stro且g　man，

an（1then　he　will
spolle　his　house

Except　yee　be　collu－
erte（1

exceptthose（layes
should　be　shortned

RV
to－in£．

smiteth

say
（prs、subj．）

sha11

bind
（prs　subj。）

will

Except　ye
turn

had　been

RSV
t　o－inf，

if　any

Olle　stri．

kes　yOU

S乱ys

unless．。。

exceeds

unlcss　he
bin（1s

may

unlessyou
turn

if　those
days　had
mt　been
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AS
gid

W tsh．r、＆cd／ AV RV ～
　　　　RSV

　shortened

（ix）Concessiveclause

161262

26：331

6eall　he　ealne　mid（1－

aneard　gestr夕ne

Beah6e　hig　ealle
ge－UntreOWSiOn　On6e

3if　he

wynne
3if　alle　shu1－

en　be　sclau－

ndri（l　in

thee

yf　he　shu1。

de　wyn

T互ough　all
men　shulde
be　hurte
by　the

if五ees五algaine
the　whole　world

Thoughallmen
shall　be　offen（1ed

sha11

sha11

gams

Though
they　all
fallaway

（x）　Comparative　clause

5＝292

302

Oonne　ea1　6in　lic＿

hama　si　on　helle
ゑsend

60nne　ea16in　lic－
h＆ma　f＆re　to　helle

than　that　al

thi　body　go
in　to　helle

then　that
thy　whole
body　shuld
be　caste　ill

to　helle

it　is　pro五table　for

thee　that＿and　not
t五at　thy　whole　body
shQuld　be　cast　into
五e11

（W，T，AV，RV，RSV　the　same　as　above）

（s五〇uld） be　thrown
（prs。subj。）

5：40

42

12。AS伽ε‘απ（3。9，1）

7；12且

　　　　AS

wylle

wylle

wyllen

wole

wo1

W

wolen

wi11
T

wolde

wolde

　　　　　　　　　　AV

if　any　man　will　sue　thee
at　the　law

from　him　that　wou1（l　borrow
of　thee，tume　not　thou　away

whatsoeuer　ye　would　that

　　　R．V

would

would

would

VSR
妃

　
σ
u

　
W

would

wish

善
浬
翠
圏
e
朧
海
墨
摯
論

1
璃
猷
1

一
Q
o
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8：21

　　3

9二13

11’141

273

1217ユ

38

13；28

15128

16124

251

253

17：41

19＝17

　　211

AS

wylt

wylle

wyllemild－
heortnessc

wyllaD

wyle

wyllemild－
heortnesse

wyllaD

Wylt

wylle

wylle

wyle

wyle

wylt

wylt

wylt

W

wolt

wole

wole　mer－

cye

wolen

wolde

wolemerCy

wolden

Wolt

wolt

wole

wole

sha1

WQlt

wolt

wolt

T

wylt

wylle

havc．Plea－

sure　ln

me「cy
wyll

wi11

「equyre
me「cy

woldefay－
ne

Wylt

desyrest

wylI

－
1

　

y
a

W
曲

wylt

wilt

wylt

　　　　　　　　　　AV

menshoulddoetoyou
If　thou　wylt

I　will

Iwi11五auemercy

if　ye　w圭1receiue髭

whomsoeuer　the　some　will
reueile　him

I　will　haue　mercy

we　would　see　a　signe　from
thee

Wilt　thou　then　that　we　go
an（1gather　them　vp～

euen　as　thou　wilt

Ifanymanwillcomeafter
me
whosoeuer　will　saue　his　life

whosoeuer　wi1110se　hls　life
for　lny　sake

If　thOU　wilt

if　thou　wilt　enter　into　life

If　thou　wilt　be　perfect

RV

wilt

w111

desire

me「cy

are　willing
to

willeth　to

des圭re

me「cy
WOUld

Wilt

wilt

would

would

sha11

wi1も

WOuldesし

wouldest

RSV

will

will

desire

mercy

arewilling
to

chooses　to

deslre

me「cy
wish　to

do　you　want
to，、，？

desire

would

WOuld

P「s・

wish

would

would
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20114

　　152

211

262

271

321

24：42

442

261151

　　17

　　39ユ

　　392

27＝17

21

43

　　　　AS

wylle

wylle

wylt

wyle

wyle

wylle

wyle

wyle

wylle

wylt

wylle

wylt

wylle

wylle

wylle

wole

wole

wolt

wole

wole

wole

is　to

is　to

～V

wolen

wolt

wole

wolt

wole

wolen

wole

　　　　T

will

me　listeth

wylt

wyll

wilbe

wi11

wy11

sha11

wy11

wylt

wyll

wylt

wy11

wi11

wi11

　　　　　　　　　　AV

I　will　giue　vnto　this　last

to　doe　what　I　wil　with　mine
OWlle

What　wilt　thou～

whosQeuer　will　be　great

whosoeuer　will　be　chiefe

What　will　yee　that　I　shall
doe　vnto　yu？

ye　know　not　what血oure
yourLQrddothcome
in　such　an　houre　as　you
thlnke　not，the　sonne　of

man　commeth
What　will　ye　giue　me＿7

Where　wilt　thou　that．．，～

notaslwil1，

but　as　thou　wllt

Whom　will　ye　th＆t　I　release
vntoyOU7

Whether　o五tlle　twaine　will
ye　that　I　release　vllto　you～

if　hee　will　halle　hlm

will

wi11

RV

wou1（1est

would

would
wi11

P「s・

P「s・

areyouwi11－
ing　to

wilt

will

wilt

wi11

wlll

desireth

　　　RSV

choose　to

choose　to

Whatdoyou
want～

would

would

What　do
you　want
me　to（10？

P「s・P「og・

P「s・pro9・

wi11

will

will

wilt

Whom　do
you　wallt　me
to，．．？

do　you　want
me　to

deslres

蕗
憩
響
謎
e
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海
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単
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15二321

21：29

23：4

1：192

1415

16：211

17：121

22115

231371

24；432

2614

27；15

1：191

2118

nelle

AS

nelle

nellaめ

WQlde

wolde

wolde
（see5）

woldon

WOldon

wo1（1e

wolde

woldon

habban
woldon

nQlde

nolde

　
飢W
n

　
㎏

　
O

　
W

nyle

WOlen　nat

wolde

willynge
to

wolden

shulden

wold

shulde

shulden

WQlden

wo1（1e　not

wolde　not

　　　　T

wyll　not

wyll　not

wyl　not

w乱s　mynde（1
to

wold　llave
put

1usted

myght

wolde　I
have　gad－
dered

wolde

mygt

wo1（1e

chose

loth　to

wolde　not

　　　　　　　　　　AV

I　will　not　send　them　away
fasting

I　will　nQt

6舵g‘ん6糀3θ肱83will　not

mooue　t五em

Ioseph＿was　minded　to　put
五er　away　priuily

when　he　would　haue　put
him　to　death

whatsoeuer　they　listed

tooke　counse11，how　they
might　intangle　him　in　his
talke

how　often　would　I　haue
gathered　thy　children
tQgetheL，。ン

he　would　haue　watched

consulted　that　they　might
take　Iesus　by　subtilitie

a　prisQner，whom　they　would

not　willing　to　make　her　a
publique　ex乱mple

Rache1．．．would　not　be

　　　RV

would　not

will　not

will　not

was　minded
to

would　h乱ve
put

1isted

might

would　I　ha－

ve　gathered

would　have
watchcd

might

WOUld

not　willing
to

would　not

　　　RSV

anl　ullwilli－

ng　to

w111not

will　not

resolved　to

wanted亡O

Pleased

kow　to－inf．

would　I
血ave　gat五e－
red

would　have
watched

in　order　to－

hlf，

wanted

unwilling　to

refused　tQ
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181301

22：3
23＝372

24：433

27＝34

AS

no1（1c

noldon

llo1（1est

nQ1（ie

1101de

W

wolde　nat

wolden　llat

woldest　nat

wolde　not

T

wollde
nott

wolde　nott

wolde
not

WOlde　not

　　　　　　　　　　AV

comforted

he　would　llot

they　would　llot　come

yewouldnot

虹e，．．would　not　haue　suffered

五is　house　to　be　broken　vp

五ee　would　not（1rinke

RV

would　not

wOuld　not

would　not

would　not
have　suffe－
re（1

罵VQUld　nQt

RSV

refuse（1

would　llot

WQUld　not

wloudnot
五乱ve　s旦H！er－

ed

wOuld　not

1＝20

319
5117

13．

6
1
2

　　7且

　　8

161

19

311

341

W曜（8）（3，

nelle　O丘

imp．

Nelle　ge

imp，

nellonge

Nellen　ge

nellon　ge

Ncllen　ge

Nellen　ge

imp，

9，2）

nyl　thQU
ny13e

Nyle5e

nylethou

nyle3ee

nyl3e

ny13e

Ny13e
ny13e
nyle3e

imp。

imp，

Ye　shall
not

shalt　not

imp．

imp。

imp。

1mp・
imp．

imp、

feare　not

thinkc　not　to　say

Thlnke　not

doe　not　sound　a　trumpet

vse　not　vaie　repetitions

Be　not　yee　therefore　llke

vnto　them

be　not　sad　as　th　Hypocrites

I’乱y　not　vp　for　your　selues

take　nQ　thought

Take　no　thought　for　the

fear　not

imp．

imp，

imP
imp．

imp、

imp，

imp，

imp．

imp，

do　not　fear

imp．

imp。

imp．

imp，

imp，

imp。

imp．

imp．

imp．

蟹
薄
響
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1019

q
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　　34

14127

17：7
19：14

23；8

　　　9

241231

　　262

　　263

28二5

AS

Nellen　ge

Ncllcngc

1mP・

imP。

1mp・

imp、

1mp・
ncllcnge

lmP・
nelle　ge

lmp・

1mp・
imp．

imp．

1mp・
imp，

W

Nyle3e

Ny蓋3c

Ny13e

11y13e

llyl5e

nyle3e

Ny13ee
lly13e

ny13e

ny15e
ny13ee

ny13ee

nyle3e

nyle3e

nyle3e

Nyle3e

P
P
m
m

－
　

。
－

1mp・

1mP・

1mp・

T

1mp・

1mp・

imp，

1mp・

1mp・
shall　not

imp。

1mp・

1mp・

1mP
imp，

　　　　　　　　　　AV

morrOW
Ivdge　not

Giue　not　that　which　is　holy
vntothedogs
Proui（1c　neither　gol（1、nor　si1－

uer

take　no　thought

feare　not　them　which，．，are
l1Qt　able　to　klll

Feareyeenot

Thmkc　not
be　not　afraid

be　not　a｛rai（1

forbld　them　not　to　come

be　not　ye　called　Rabbi

call　no　man　you　father

beleeue　it　not

goe　not　foorth

beleeue　it　not

Feare　not　ye

P
P
m
m
1mp・

1mP・

1mp・

1mp・

1mp・

hnp。

1mp・

1mp・
imp，

1mp・

1mp・

1mp・
imp．

1mp・

RV RSV

1mp・

1mp・

1mp・

1mP・

1mP

1mp・

1mp・

imp。

1mp・

1mp・

yOu　are　not
to　be　called

lmp・
imp．

1mp・
imp。

imp．
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